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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごふくわ　劫火　　　　　　　　　　としよわ　年弱

　　　　　　わごふくわ業火うらわ浦廻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごふくわ　業果　　　　　　　　　　からわ　唐輸

　　　　　　　わ　倭（名）　　　　　　　　　よくわ　余花　　　　　　　　　　　しりわ　尻輪

　　　　　　　わ一倭（造語形）　　　　　　　しょくわ　所課　　　　　　　　　　　くるわ　曲輪

　　　　　　　わ　吾　　　　　　　　　　いんくわ　陰火　　　　　　　　　　くるわ　遊廓

　　　　　　　わ一我　　　　　　　　　　いんぐわ　因果　　　　　　　　　でぐるわ　出郭

　　　　　　一わ　（間助）　　　　　　　　きんくわ　模花　　　　　　　　いへくるわ　家郭

　　　　　　一わ　（終助）　　　　　　　　けんくわ　喧嘩　　　　　　　　　　つるわ　弦輪

　　　　　　一わ　廻　　　　　　　　　　げんくわ　現果　　　　　　　　　　たわわ　（形動）

　　　かくのあわ　（名）　　　　　　　ぷんじんぐわ　文人画

　　　　ゆのあわ　湯の泡　　　　　　　けいせんくわ　桂仙花

　　　　　たうわ　当話　　　　　　　　　たんくわ　疲火

　　　　　だうわ　道話　　　　　　　　　てんくわ　天火

　　　　　なきわ　泣き輪　　　　　　　　なんくわ　南華

　　　　　　くわ　火　　　　　　　　　　ぷんくわ　文花

　　　　　　くわ　果　　　　　　　　　　　こわ一声

　　　　　　くわ　過　　　　　　　　　　　いざわ　（感）

　　　　　　くわ　菓　　　　　　　　　　　しわ　撤

　　　　えいぐわ　栄華　　　　　　　　　きめじわ　肌理鍍

　ええうえいぐわ　栄耀栄華　　　　　　　　　せわ　世話

　　　　ざいくわ　罪科　　　　　　　　　じだいせわ　時代世話

　　　　せいぐわ　清華　　　　　　　　わくかせわ　枠梓輪

　　　　ばいくわ　梅花　　　　　　　　　　げせわ　下世話

　　　　へいくわ　兵火　　　　　　　　　　いそわ　磯廻

　　　　もいくわ　梅火　　　　　　　　　　すそわ　裾廻

　　　　かうくわ　考課　　　　　　　　　　たわ　援

　　　　ざうくわ　造化　　　　　　　　　たわたわ　（副）

　　　　そうくわ　葱花　　　　　　　　　　　ちわ　痴話

　　　　はうくわ半靴　　　　　くつわ轡
　　　　ほうくわ　蜂火　　　　　　じふもんじぐっわ　十文字轡

　　　ひゃうくわ　兵火　　　　　　　あらひぐつわ　洗ひ轡

　　　みゃうくわ　猛火　　　　　　　かがみぐつわ　鏡轡

　ほくしゅうぐわ　北宗画　　　　　　いつもぐつわ　出雲轡

　なんしゅうぐわ　南宗画　　　　　　　しろぐつわ　白轡

　　　ぢゅうくわ　重科　　　　　　　　　　しづわ　後輪

　　しゅちゅうくわ　酒中花　　　　　　　　　さとわ　里廻

　　　しょうくわ　証果　　　　　　　　　　のどわ　喉輪

　　　　わうくわ　王化　　　　　　　　　　かなわ　金輪

　　　　せきくわ　石火　　　　　　　　みつがなわ　三つ鉄輪

　　　　らくくわ　落花　　　　　　　　　かくなわ　（名）

　　　　　けくわ　悔過　　　　　　　　　　みなわ　水泡

　　　　　ごくわ　五果　　　　　　　　　　　はにわ　埴輪

ぎゃうちゅうざぐわ　行住坐臥　　　　　　　　ちのわ　茅の輪

　　　　げっくわ　月華　　　　　　　　　　　たふわ　答和

　　せつげっくわ　雪月花　　　　　　　　　まへわ　前輪

　　　　さっくわ　擦過　　　　　　　　　　しまわ　島廻

　　　　てっくわ　鉄火　　　　　　　　　　　みわ　神

　　　　ぷっくわ　仏果　　　　　　　　　　　みわ　神酒

　　　　りっくわ　立花　　　　　　　　　　　おもわ　面輪

　　　　うけふぐわ　右脇臥　　　　　　　　あしょわ　足弱
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つゐ　対　　　　　　　　　　　かめゐ　亀居

　　　　ゐつつゐ筒井くもゐ雲居　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つつゐ　筒居　　　　　　　　　　みやゐ　宮居

　　　　　ゐ　井　　　　　　　　　　　でゐ　出居　　　　　　　　　　ゆゐ　唯
　　　　　ゐ　為　　　　　　　　　　　　いでゐ　出で居　　　　　　　　　　よゐ　夜居

　　　　　ゐ猪　　　　　　どゐ土居　　　　　しょゐ所為
　　　　　ゐ亥　　　　まらうとゐ客人居　　　　じょゐ叙位
　　　　　ゐ　堰　　　　　　　　　　　さとゐ　里居　　　　　　　　　　くらゐ　位

　　　　　ゐ　藺　　　　　　　　　　　　まとゐ　円居　　　　　　　かながきぐらゐ　金書き位

　　　　　あゐ藍　　　　　　なゐ地震　　　 つかさくらゐ官位
　　　ふたあゐ　二藍　　　　　　　　　　　うなゐ　暫　　　　　　　　　　ひとくらゐ　一位

　うすふたあゐ　薄二藍　　　　　　　　　たなゐ　種井　　　　　　　つきのくらゐ　月の位

　　　やまあゐ　山藍　　　　　　　　　おほなゐ　大地震　　　　　　ほしのくらゐ　星の位

　　　からあゐ韓藍　　　　　くれなゐ紅　　　　まつのくらゐ松の位
　　　　ていゐ　廷尉　　　　　　　　こいくれなゐ　濃い紅　　　　　じふぜんのくらゐ　十善の位

　　　　ないゐ　内位　　　　やなぎはみど　　　　　　　　　　なんめんのくらゐ　南面の位

　　　ぐわいゐ　外位　　　　　　りはなはくれなゐ　柳は緑花は紅　　　　　　みくらゐ　御位

　　　　　うゐ　有為　　　　　　　つまくれなゐ　爪紅　　　　　　　　　いさらゐ　いさら井

　　　　かうゐ　校尉　　　　　　　　からくれなゐ　韓紅　　　　　　　　　　てらゐ　寺井

　　　　そうゐ　僧位　　　　　　　　　　いぬゐ　犬居　　　　　　　　　いかりゐ　怒り猪

　　　　あかゐ　閲伽井　　　　　　　　　　いぬゐ　戌亥　　　　　　　　　　　しりゐ　尻居

　　　　なかゐ　仲居　　　　　　　　　　とのゐ　宿直　　　　　　　　　はしりゐ　走り井

　　　　ほかゐ　外居　　　　　　　　　たまのゐ　玉の井　　　　　　しんめいとりゐ　神明鳥居

　　　　しきゐ　敷き居　　　　　　　　やまのゐ　山の井　　　　　さんわうとりゐ　山王鳥居

　　　はんきゐ　半季居　　　　　　　　　いはゐ　石井　　　　　　　いちのとりゐ　一の鳥居

　　　　　けゐ　褻居　　　　　　　　　　　しばゐ　芝居　　　　　みゃうじんとりゐ　明神鳥居

　　　　　げゐ　外位　　　　　　どんちゃうしばゐ　椴帳芝居　　　　　　　　　るゐ　涙

　　　　　こゐ　木居　　　　　　　こじきしばゐ　乞食芝居　　　　　　　わすれゐ　忘れ井

　　　　　ごゐ　五位　　　　　　　　かげしばゐ　影芝居　　　　　　　　　いんゐ　因位

　　　まなごゐ　眼居　　　　　　　　　　こしばゐ　小芝居　　　　　　　　　おんゐ　蔭位

くらうどのこゐ　蔵人の五位　　　　おででこしばゐ　御出木偶芝居　　　　　　さんゐ　三位

　　　　　さゐ　さ猪　　　　　　　　くさしばゐ草芝居　　　　　　　　さんゐ　散位
　　　　一さゐ　騒　　　　　　　　かほみせしばゐ　顔見世芝居　　　じふぜんのてんゐ　十善の天位

　　　しほさゐ　潮騒　　　　　　　　はつしばゐ　初芝居　　　　　　　　くわんゐ　官位

おきつしほさゐ　沖つ潮騒　　　　　　　おほしばゐ　大芝居

　　　　　しゐ　四位　　　　　　　　　はましばゐ　浜芝居

　　　　　しゐ　四維　　　　　　　　　みやしばゐ　宮芝居

　　　　いしゐ　石井　　　　　　あやつりしばゐ　操り芝居

　　　　はしゐ　端居　　　　　　じゃうるりしばゐ　浄瑠璃芝居

　　　さらしゐ　晒し井　　　　　　　　　ひゐ一非違

　　　　すゐ水　　　　　 たびゐ旅居
　　　　ずゐ　瑞　　　　　　　　　　　よひゐ　宵居

　　　　るすゐ　留守居　　　　　　　　　　　　ぷゐ　無為

　　　　たゐ　田居　　　　　　　　　　しふゐ　拾遺

　　　　いたゐ　板井　　　　　　　　　　　いへゐ　家居

　　　かたゐ　乞弓　　　　　　　　　　やまゐ　山井

　　　　ただゐ　徒居　　　　　　　　　　やまゐ　山藍

　　　かったゐ　癩　　　　　　　　　　くるまゐ　車井

　　　　たちゐ　立ち居　　　　　　　　つつみゐ　包み井

　　　つちゐ　土居　　　　　　　　　　　むゐ　無為

　こころもちゐ　心用ゐ　　　　　　　　　　むゐ　無畏
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょくゑ　触穣　　　　　　　　　ふるごゑ　古声

　　　　　ゑじゃうらくゑ常楽会ひきいれごゑ引き入れ声
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こゑ　声　　　　　　　　　ねほれごゑ　寝惚れ声

　　　　　　ゑ　会　　　　　　　　　　えいごゑ　えい声　　　　　　　　われごゑ　破れ声

　　　　　　ゑ慧　　　　えいえいごゑえいえい声　　　 もろごゑ諸声
　　　　　　ゑ　（形名）　　　　　　　　おいごゑ　老い声　　　　　　　　　こゑごゑ　声声

　　　　　　ゑ　（動未然連用）　　　どってうごゑ　どってう声　　　　　　　をこゑ　痴絵

　　　　　一ゑ　（終助）　　　　　　　　どうごゑ　胴声　　　　　　　　　　かんごゑ　寒声

　　　　　　ゑ一笑　　　　　 えいとうごゑえいとう声　　　どうまんごゑどうまん声
　　　　ごさいゑ御斎会　　　　　　ばんどうごゑ　坂東声　　　　　　　　　おしゑ　押し絵

　　　　だいゑ　大会　　　　　　しゃうみゃうごゑ　声明声　　　　　　　　　なしゑ　梨子絵

　　いちまいゑ　一枚絵　　　　　　　　すきごゑ　透き声　　　　　　　　　よしゑ　縦しゑ

　　　　かうゑ　講会　　　　　　　　　　つきごゑ　突き声　　　　　　　　　げんじゑ　源氏絵

ほっけはっかうゑ　法華八講会　　　　　　せっきごゑ　節季声　　　　　　　　　　　すゑ　末

　　　ぢざうゑ　地蔵会　　　　　　　　つけごゑ　付け声　　　　　　　　　　すゑ　陶

　　じゃうだうゑ　成道会　　　　　　　　　どさごゑ　どさ声　　　　　　　　　　おすゑ　御末

　　　おたうゑ御田植ゑ　　　　せぐるしごゑせぐるし声　　　　　そぎすゑ削ぎ末
　　　まんどうゑ万燈会　　　　　　　どすごゑ　どす声　　　　　　　ゆくすゑ行く末
　　　さんぽうゑ　三宝絵　　　　　　うぐひすごゑ　鶯声　　　　　ヒしかたゆくすゑ　来し方行く末

　　だいじゃうゑ　大嘗会　　　　　　　　ほそこゑ　細声　　　　　　　いまゆくすゑ　今行く末

　　はうじゃうゑ　放生会　　　　　　　　　ちこゑ　千声　　　　　　　　　いしずゑ　礎

　　ぷっしゃうゑ　仏生会　　　　　　　　　　ぢごゑ　地声　　　　　　　　　　もとすゑ　本宋

　　しんじゃうゑ　新嘗会　　　　　　　　いかつごゑ　厳つ声　　　　　　　　　あなすゑ　足末

　　たんじゃうゑ　誕生会　　　　　　っかうどこゑ　つかうど声　　　　　　　たなすゑ　手末

　　かいぢゃうゑ　戒定慧　　　　　　　っこどこゑ　っこど声　　　　　　　　のずゑ　野末

　　　ひゃうゑ　兵衛　　　　　　　　　をとこゑ　男絵　　　　　　　　おいのすゑ　老いの末

　　　うひゃうゑ　右兵衛　　　　　　　あきのこゑ　秋の声　　　　　　なさけのすゑ　情けの末

　　　さひゃうゑ　左兵衛　　　　　　　　むしのこゑ　虫の声　　　　　　　あらしのすゑ　嵐の末

　　ぷつみゃうゑ　仏名会　　　　　　　まつのこゑ　松の声　　　　　　ことばのすゑ　言葉の末

　しゃうりゃうゑ　聖霊会　　　　　　　　もののこゑ　物の声　　　　　　　ながめのすゑ　眺めの末

　しゃうりゃうゑ　精霊会　　　　　　　　のりのこゑ　法の声　　　　　　　　ちりのすゑ　塵の末

　　　ごりゃうゑ　御霊会　　　　　　　　わびごゑ　尾び声　　　　　　　ながれのすゑ　流れの末

　　さいしょうゑ　最勝会　　　　　　　　　つまごゑ　端声　　　　　　　　　　おひすゑ　生ひ末

　　　にんわうゑ　仁王会　　　　　　　　あづまごゑ　東声　　　　　　　　　　　ほずゑ　穂末

　　　　あかゑ　赤絵　　　　　　　　　せみごゑ　せみ声　　　　　　　　　ゆずゑ　弓末

　　　　うきゑ　浮き絵　　　　　　　　　やごゑ　や声　　　　　　　　　　うりすゑ　売り据ゑ

　　　にしきゑ　錦絵　　　　　　　はんにゃごゑ　般若声　　　　　　　　をりすゑ　折り据ゑ

　あづまにしきゑ　東錦絵　　　　　　　　　よごゑ　夜声　　　　　　　　　すゑずゑ　末末

　　　　まきゑ　蒔絵　　　　　　　　　うらごゑ　浦声　　　　　　　　　　にせゑ　似せ絵

　　じだいまきゑ時代蒔絵　　　　　　からごゑ枯ら声　　　　　　　　うたゑ歌絵
　　たかまきゑ　高蒔絵　　　　　　　　　ちからごゑ　力声　　　　　　　　　　　すがたゑ　姿絵

　とぎだしまきゑ　研ぎ出し蒔絵　　　　　しらごゑ　白声　　　　　　　　かみがたゑ　上方絵

　　　きんまきゑ　金蒔絵　　　　　　　　　だらごゑ　だら声　　　　　　　　　　したゑ　下絵

くわうりんまきゑ　光琳蒔絵　　　　　　　しゃらごゑ　しゃら声　　　　　　　　みつだゑ　密陀絵

　　　ぢごくゑ　地獄絵　　　　　　　　　しりごゑ　尻声　　　　　　　　　　　　ちゑ　知恵

　　　　つくゑ　机　　　　　　　　　しゃなりごゑ　しゃなり声　　はんとくがぐち　　　薬特が愚痴も

　　きゃうつくゑ　経机　　　　　　　　　ねぷりごゑ　眠り声　　　　　ももんじゅがちゑ　　文殊が智恵

　　　はなつくゑ　花机　　　　　　　　かへりごゑ　返り声　　　　　　はなのさきぢゑ　鼻の先知恵

　　　ふつくゑ　文机　　　　　　　　くぐもりごゑ　くぐもり声　　　　　　　　せちゑ　節会

　　ふみつくゑ　文机　　　　　　　　　やりごゑ　槍声　　　　　　　　　こせちゑ　五節会

　　　ひゃくゑ　百会　　　　　　　　ちゃりごゑ　ちゃり声　　　　　いつかのせちゑ　五日の節会
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　たふかのせちゑ　踏歌の節会　　　　　　　しろぺゑ　四郎兵衛

ぐわんじつのせちゑ元日の節会よじろべゑ与次郎兵衛を
　みのひのせちゑ　巳の日の節会　　　　　　たろべゑ　太郎兵衛

あをうまのせちゑ　白馬の節会　　　　　　．じんべゑ　甚兵衛　　　　　　　　　　　を　（感）

とよ　　　　　　　　豊の明かり　　　　　　　ゆいまゑ　維摩会　　　　　　　　　　　を　尾

　のあかりのせちゑ　　　　の節会　　　　　　　かみゑ　紙絵　　　　　　　　　　　　を　牡

　　　さんせちゑ　三節会　　　　　　　　　ふみゑ　踏み絵　　　　　　　　　　を　男
　　　　らふはちゑ　臓八会　　　　　　　　　ともゑ　靹絵　　　　　　　　　　　を一雄

　　　はしりぢゑ　走り知恵　　　　　　あふぎどもゑ　扇巴　　　　　　　　　　　　を　峰

　　　まはりぢゑ　廻り智恵　　　　　　　みぎどもゑ　右巴　　　　　　　　　　　　を　丘

　　　　　　つゑ杖　　　　ふたつどもゑ二つ巴　　　　　を麻
　　　　　うつゑ卯杖　　　　みつどもゑ三つ巴　　　　　を緒
　　こんがうつゑ　金剛杖　　　　　　あふひどもゑ　葵巴　　　　　　　　　　　一を　（間助）

　　　ちかがつゑ　近餓ゑ　　　　　　　　　　ゆゑ　故　　　　　　　　　　　　　を一小

　　　たつかつゑ　手束杖　　　　　　　　　　　ゆゑ　湯坐　　　　　　　　　　　　一を　魚

　　　　いきつゑ　息杖　　　　　　　　　かくゆゑ　斯くゆゑ　　　　　　　　　あを　青（名）

　　　　ひきつゑ　引き杖　　　　　　　　そこゆゑ　其処故　　　　　　　　　あを一青（接尾）

　　　しゅもくづゑ　撞木杖　　　　　　　　　　しゅゑ　衆会　　　　　　　　　　　あを　襖

　　　　かせつゑ　鹿杖　　　　　　　　　ことゆゑ　事故　　　　　　　　　　すあを　素襖

　　　はとのつゑ　鳩の杖　　　　　　　　一ものゆゑ　（接助）　　　　　　　　うすあを薄青

　　いはひのつゑ　祝ひの杖　　　　　　　うきよゑ　浮世絵　　　　　　　　こすあを　小素襖

　　　のりのつゑ　法の杖　　　　　　　　　しょゑ　諸衛　　　　　　　　　ひたあを　直青

　　　　そばつゑ　傍杖　　　　　　　　　　からゑ　唐絵　　　　　　　　　かりあを　狩襖

　　　　さひつゑ縛　　　　　さくらゑ桜会　　　　　いを魚
　　　くわんぷつゑ　灌仏会　　　　　　　　　ばさらゑ　婆娑羅絵　　　　　　　　　　うを　魚

　　　　おほつゑ　大津絵　　　　　　　　　ならゑ　奈良絵　　　　　　　しゅっせうを　出世魚

　　　　かほづゑ　顔杖　　　　　　　　　つくりゑ　作り絵　　　　　　あじろのうを　網代の魚

　　　　しこみつゑ　仕込み杖　　　　　　　　かはりゑ　変はり絵　　　　　　　　ひきを　引き尾

　　　　かゆづゑ　粥杖　　　　　　　　　　しゃりゑ　舎利会　　　　　　　　　あげを　上げ緒

　　　　つらづゑ　面杖　　　　　　　　　　ざれゑ　戯れ絵　　　　　　　　　さげを　下げ緒’

　　　　ゆんづゑ　弓杖　　　　　　　　　しばゐゑ　芝居絵　　　　　　　ことさけを　琴酒を（枕）

　　　　　えどゑ　江戸絵　　　　　　　　ひがんゑ　彼岸会　　　　　　　うまさけを　旨酒を（枕）

　　　　やまとゑ　大和絵　　　　　　　　　　こんゑ　近衛　　　　　　　　　　たけを　猛男

　　　　　すなゑ　砂絵　　　　　　　　　うこんゑ　右近衛　　　　　　ますらたけを　益荒猛男

　　　　あぶなゑ　危な絵　　　　　　　　けごんゑ　華厳会　　　　　　　　　しこを　醜男

　　　　をんなゑ　女絵　　　　　　　　　さこんゑ　左近衛　　　　　　　わぎもこを　吾妹子を（枕）

　　　　　べにゑ　紅絵　　　　　　　　　　さんゑ　三会　　　　　　　　　　　さを　竿（名）

　　　　　このゑ　近衛　　　　　　　　　　　さんゑ　産磯　　　　　　　　　　　一さを　竿（助数）

　　　　ちゃのゑ　茶の会　　　　　　　　　ばんゑ　蛮絵　　　　　　　　　　さを　さ青

　　　　すゑのゑ　末のゑ　　　　　　　ねはんゑ　浬樂会　　　　　　　　　さを　さ麻

　　　　　　はゑ　破壊　　　　　　　　　　ほんゑ　本絵　　　　　　　　　　いさを　功

　　　　　うはゑ　上絵　　　　　　　　　うらぽんゑ　孟蘭盆会　　　　　　　　　いさを　勇男

　　　　　とばゑ　鳥羽絵　　　　　　　さんもんゑ　三文絵　　　　　　　　ながざを　長樟

　　こんがうふゑ　金剛不壊　　　　　　　　りんゑ　輪廻　　　　　　　　　ゆきざを　雪竿

　　　　　しふゑ　集会　　　　　　　ろくだうりんゑ　六道輪廻　　　　　　　　かけざを　掛け竿

　　しゃくたふゑ　積塔会　　　　　　　　　ぎをんゑ　砥園会　　　　　　　　さしざを　差し竿

　　　　　ほふゑ　法会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひたさを　直さ麻

　　　　きうべゑ　九兵衛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふとざを　太樟

　　　　かくべゑ　角兵衛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みさを　操

　　　げんこべゑ　源五兵衛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みさを　水樟

　　　ぐうたらべゑ　ぐうたら兵衛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からさを　殻竿
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　　　　みなれざを水馴れ悼　　　　　　かぶとのを兜の緒　　　　　　　　もころを　もころ男
　　　　　　をさを小悼　　　　　　　　　　にのを　荷の緒　　　　　　　　　あわを　泡緒

　　　　　けんざを　間悼　　　　　　　　　とびのを　鴎’の尾　　　　　　　　　　さをを　さ小峰

　　　　　　あしを　足緒　　　　　　　　　しのびのを　忍びの緒　　　　　　　　　とをを　（形動）

　　　　みはかしを　御楓刀を（枕）　　　　しらべのを　調べの緒

　　　　　およしを　（名）　　　　　　　　たまのを　玉の緒

　　　　　あらしを荒し男　　　　　　　とみのを鴎の緒
　　　　　　かすを　糟尾　　　　　　　みつのみのを　水呑みの緒

　　　　　　あせを　（連語）　　　　　　　　一ものを　（接助）

　　　　　うちそを　打ち麻を（枕）　　　　　とものを　伴の緒

　　　なかのほそを　中の細緒　　　　　やそとものを　八十伴の緒

　　　　　　うたを歌男　　　　　　　　　ひものを　紐の緒

　　　　　　かたを　片緒　　　　　　　　　つりのを　釣りの緒

　　　　　やかたを　矢形尾　　　　　　　　　うはを　上夫

　　　　　　したを　下夫　　　　　　　　　　　ひを　氷魚

　　　　　たをたを　（副）　　　．　　　　　あそびを　遊び男

　　　　あらをだを　荒小田を（枕）　　　　　みやびを　雅び男

　　　　　　かちを揖緒　　　　　　　　はるひを　春日を（枕）

　　　　やきたちを　焼き大刀を（枕）　　　　　　おふを　大魚

　　　　ふすまちを　褻道を（枕）　　　　　　　　へを　攣

　　　　　あらちを　荒ち男　　　　　　　　　おほを　大峰

　　　　　たらちを　垂乳男　　　　　　　　　　みを　濡

　　　　　　かつを　鰹　　　　　　　　　　　うみを　績み麻

　　　　　むかつを　向かつ丘　　　　　　　くものみを　雲の澤

　　　　はつがつを　初鰹　　　　　　　　　　　めを　女男

　　　　　　さつを　猟夫　　　　　　　　いもがめを　妹が目を（枕）

　　　やまのさつを　山の猟男　　　　　　　　しめを　締め緒

　　　　　　しづを　賎男　　　　　　　　わかごもを　若菰を（枕）

　　　　　いつつを　五つ緒　　　　　　　　　　やもを　螺夫

　　　　　ななつを　七つ緒　　　　　　　けころもを　褻衣を（枕）

　　　　　　はつを　（名）　　　　　　　　　　はやを　早緒

　　　　　　はつを　初尾　　　　　　　　　　　あらを　荒男

やまど　　　　　　山鳥の尾う　　　　　　さくらを　桜麻

　りのをろのはつを　　　　の秀尾　　　　　みてくらを　幣を（枕）

　　　　　　みつを　水緒　　　　　　　　　　一すらを　（連語）

　　　　　　やつを　八つ峰　　　　　　　　ますらを　益荒男

　　　　いもがてを　妹が手を（枕）　　しこのますらを　醜の丈夫

　　　　こらがてを　子等が手を（枕）　　をだのますらを　小田の丈夫

　　　　やほたでを　八穂蓼を（枕）　　　　　　つらを　弦緒

　　　　ころもでを　衣手を（枕）　　　　　　　ばらを　ばら緒

　　　　ぬりばなを　塗り鼻緒　　　　　　　　　ひらを　平緒

　　　　　つかねを　束ね緒　　　　　　　　　　たりを　垂り尾

　　　　　なかのを　中の緒　　　　　　　　しだりを　し垂り尾

　　　あひびきのを　相引きの緒　　　　　　はやりを　逸り雄

　　　　　としのを　年の緒　　　　　　　　　さるを　猿尾

　　　　　ほぞのを　瞭の緒　　　　　　　　　さるを　（接）

　　　　　たちのを　大刀の緒　　　　　　　うかれを　浮かれ男

　　　　　しつのを　賎の男　　　　　　　　わすれを　忘れ緒

　　　　　みつのを　水の尾　　　　　　　　みだれを　乱れ尾

　　　　　よつのを　四つの緒　　　　　　　みだれを　乱れ緒

　　　　　ことのを　琴の緒　　　　　　　みこ乙ろを　御心を（枕）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいうん　水雲　　　　　　　　にせのえん　二世の縁

　　　　んせいうん青雲さんぜのえん三世の縁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふううん　風雲　　　　　　　　　はなのえん　花の宴

　　　　　一ん　（助動）　　　　　　　しゅくうん　宿雲　　　　　　　　　　　ひえん　飛蒼

　　　　あん案　　　　　 こうん五雲　　　　 あひえん合縁
　　　　あん　庵（名）　　　　　　　　　こうん　五蕊　　　　　　　　ぬぐひえん　拭ひ縁

　　　　一あん　庵（接尾）　　　　　　　ふうん　浮雲　　　　　　　　　ぷえん無塩

　　　　あん何　　　　　 りうん利運　　　　　まえん魔縁
　　　けいあん　慶庵　　　　　　　　　　　えん　宴　　　　　　　　　　　むえん　無縁

　　へいあん　平安　　　　　　　　　　えん　縁　　　　　　　　きりめえん　切り目縁

　　　めいあん　冥暗　　　　　　　　　　　えん　橡　　　　　　　　　　しょえん　所縁

　　　こうあん　公案　　　　　　　　　　　えん　艶　　　　　　　　　　しょえん　諸縁

　　　さうあん　草庵　　　　　　　　　すいえん　水煙　　　　　　　　　ならえん　那羅延

　　りゃうあん　諒闇　　　　　　　　　ずいえん　随縁　　　　　　　　　くれえん　榑縁

　　　らうあん　諒闇　　　　　　　　　ないえん　内宴　　　　　　　　　ひろえん　広縁

　　　　おあん　御庵　　　　　　　　　　うえん　有縁　　　　　　　　　いんえん　因縁

　　　　ぐあん　愚案　　　　　　　　　　かうえん　講演　　　　　　　じふにいんえん　十二因縁

　　　　しあん　思案　　　　　　　　　　がうえん　剛縁　　　　　　　　　　しんえん　震宴

かすがひじあん　鎚．案　　　　　　　　はうえん　芳縁　　　　　　　　　じんえん　人煙

　　　　いん　印　　　　　　　　　きゃうえん　寛宴　　　　　　　いばしんえん　意馬心猿

　　　　いん　因　　　　　　　　　しゅうえん　終焉　　　　　　　　　ねんえん　念縁

　　　たいいん　太陰　　　　　　　　　らうえん　浪煙　　　　　　　　　はんえん　摯縁

　　　こういん　後胤　　　　　　　　　　きえん　奇縁　　　　　　　　　へんえん　撃縁

　　　だういん　導引　　　　　　　　　　きえん　機縁　　　　　　　　　ほんえん　本縁

こわうほういん　牛王宝印　　　　　　　　ぎえん　起縁　　　　　　　　じゅんえん　順縁

　　しゃう、いん　正因　　　　　　　あひえんきえん　合縁奇縁　　　　　　　　　おん　恩

　　しゃういん　請印　　　　　　　　　　あくえん　悪縁　　　　　　　　　　　おん　御（名）

　　ちゅういん　中陰　　　　　　　　　きくえん　菊宴　　　　　　　　　　おん御（接頭）

　　しょういん　承引　　　　　　　　　ぎゃくえん　逆縁　　　　　　　　　　だいおん　大音

　　　こくいん黒印　　　　　　　しゅくえん宿縁　　　　　　　　さうおん　相恩
　　　ごくいん　極印　　　　　　　　　こえん　小縁　　　　　さんだいさうおん三代相恩

　　しゅくいん　宿因　　　　　　　　　　こえん　後宴　　　　　　　　　てうおん　朝恩

　　　らくいん　落胤　　　　　　　　すのζえん　賛の子縁　　　　　　　はうおん　芳恩

　　　　こいん　五音　　　　　　　　　けたえん　桁縁　　　　　　　　　めうおん　妙音

　　　　ちいん　知音　　　　　　　　　おちえん　落ち縁　　　　　　　みゃうおん　冥恩

　　　しちいん　七音　　　　　　　　　　けちえん　結縁　　　　　　　　　ぢゅうおん　重恩

　　　せついん　雪隠　　　　　　　　　けちえん　掲焉　　　　　　　　　　しおん　四恩

　からすのいん　烏の印　　　　　　　　ぷつえん　仏縁　　　　　　　　くわんぜおん　観世音

　　　　ぷいん　無音　　　　　　　　　　とえん　度縁　　　　　ばとうくわんぜおん　馬頭観世音

　　　ごふいん　業因　　　　　　　ごくすいのえん　曲水の宴　　　しゃうくわんぜおん　聖観世音

　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　ほふいん　法印　　　　　きょくすいのえん　曲水の宴　　　じふいち

　つじほふいん　辻法印　　　　ちょうやうのえん　重陽の宴　　　めんくわんぜおん　十一面観世音

　　　　やいん　夜陰　　　　　　たしゃうのえん　他生の縁　　　　　　さんぜのおん　三世の恩

　　　じゃいん　邪淫　　　　　そでふりあふ　　　　袖ふり合ふ　　　　　　うろのおん　雨露の恩

　　　しゅいん　手印　　　　　もたしゃうのえん　　も他生の縁　　　　　ほふおん　法恩

　　　しゅいん　朱印　　　　いちじゅのかげ　　一樹の陰一　　　　　つしまおん　対馬音

　　こしゅいん　御朱印　　　　　いちがのながれ　　河の流れ　　　　　　　じょおん　助音

　　　えんいん　延引　　　　　もたしゃラのえん　　も他生の縁　　　　　　ぼろおん　（感）

　　　えんいん　宴飲　　　　　　　　ちぐのえん　値遇の縁　　　　　　　てんおん　天恩

　　　　　うん　伝　　　　　　　　あくせのえん　悪世の縁　　　　　　　ぼんおん　梵音

　　　　あうん　阿畔　　　　　　　　いっせのえん　一世の縁　　　　　　　くわんおん　観音
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じゅんでいくわんおん准砥観音　　　　　　　　ぷかん　武鑑　　　　　　　げんろくぎん　元禄銀

　1しゃうくわんおん　聖観音　　　　　　　　　やかん　野干　　　　　　　　あづけぎん　預け銀

やうりうくわんおん　楊柳観音　　　　　　　ぎょかん　御感　　　　　　　　　しつけぎん　仕付け銀

びゃくえくわんおん　白衣観音　　　　いちごふしょかん　一業所感　　　　　　　　　こきん　古今

　　ろくくわんおん　六観音　　　　　　　　　らかん　羅漢　　　　　　　　　　こきん　胡琴

　　ぐせくわんおん　救世観音　　　　　　　あらかん　阿羅漢　　　　　　　　たうざぎん　当座銀

　　しちくわんおん七観音　　　　ごひゃくあらかん　五百阿羅漢　　　　　えいじぎん　永字銀

せんじゅくわんおん　千手観音　　　　　ごひゃくらかん　五百羅漢　　　　　　　ほうじぎん　宝字銀

　　るりくわんおん　瑠璃観音　　　　　じふろくらかん　十六羅漢　　　　　　　かはしぎん　かはし銀

にょいりんくわんおん如意輪観音　　　　　　　りかん　利勘　　　　　　　　けんじきん　乾字金

　　　　　　かん　（名）　　　　　　　　　げんかん　玩威　　　　　　　　げんじきん　元字金

　　　　　　かん　干　　　　　　　　　　さんかん　三韓　　　　　　　　　ぷんじきん　文字金

　　　　　　かん　欠　　　　　　　　　　さんかん　算勘　　　　　　　　いんすきん　印子金

　　　　　　かん　甲　　　　　　　　　　しんかん　心肝　　　　　　　　かはせぎん　為替銀

　　　　　　かん　寒　　　　　　　　　　しんかん　窟翰　　　　　　　　てみせきん　手見せ禁

　　　　　　かん　莫　　　　　　　　　　をんがん　温顔　　　　　　　　まめいたぎん　豆板銀

　　　　　いかん　如何　　　　　　　　　　　きん　巾　　　　　　　　じふぶいちぎん　十分一銀

　　　　いいかん（形動）　　　　　きん金　　　 がんだうづきん強盗頭巾
　　　　えいかん　叡感　　　　　　　　　　　きん　経　　　　　　　しゅちゃうづきん　首丁頭巾

　　　　さいかん才幹　　　　　きん琴　　 そうじふらうづきん宗十郎頭巾

　　　　すいかん　水干　　　　　　　　　　　きん　馨　　　　　　　　やまをかづきん　山岡頭巾

　　　　せいかん　清閑　　　　　　　　　　一きん　斤　　　　　　　　　おきづきん　置き頭巾

　　　　せいがん　正眼　　　　　　　　　　　ぎん　銀　　　　　　　　　　かくづきん　角頭巾

　　　　たいかん　対桿　　　　　　　　　えいぎん　詠吟　　　　　　　だいこくづきん　大黒頭巾

　　　　だいかん　大寒　　　　　　　あんせいきん　安政金　　　　　　　きどくづきん　奇特頭巾

　　　　はいかん　肺肝　　　　　　　あんせいぎん　安政銀　　　　　　はうらくづきん　焙烙頭巾

　　　　かうがん　向顔　　　　　　　ぷんせいきん　文政金　　　　　　はうろくづきん　焙烙頭巾

　　　　こうかん　後勘　　　　　　　ぷんせいぎん　文政銀　　　　　　　　　げっきん　月琴

　　　　ざうがん　象眼　　　　　　　　　ていきん　庭訓　　　　　　　　　けづきん　毛頭巾

　　　　せうかん　小寒　　　　　さんぐわつていきん　三月庭訓　　　　　　　なげづきん　投げ頭巾

　　　　とうかん等閑　　　　　　　かふしうきん　甲州金　　　　　　かみこづきん　紙子頭巾

　　　　ふうがん風眼　　　　　　　　たうぎん　当今　　　　　　　　けさづきん　袈裟頭巾
　　　　しゃうかん　傷寒　　　　　　　　しだうきん　祠堂金　　　　　　　ほくそづきん　苧屑頭巾

　　　　しゃうかん相看　　　　　　　　しだうぎん　祠堂銀　　　　　　をくそづきん　苧屑頭巾

　　　みゃうかん冥感　　　　　　　　　てうきん　朝観　　　　　　　おこそづきん　お高祖頭巾

　　　　ちゅうがん　中眼　　　　　　　てんぱうきん　天保金　　　　　　　　わたづきん　綿頭巾

　　　　りゅうがん　龍顔　　　　　　　てんぱうぎん　天保銀　　　　　　　　　ぢっきん　泥近

　　　　ようかん　勇敢　　　　　　　　しゃうきん　正金　　　　　　　　そでづきん　袖頭巾

　　　　ようがん　容顔　　　　　　　　じゃうぎん　上銀　　　　　　　かぶとづきん　兜頭巾

　　　　らうかん　浪汗　　　　　　　　ちゃうぎん　丁銀　　　　　　　　しのびづきん　忍び頭巾

　　　　　きがん　起寵　　　　　　　けいちゃうきん　慶長金　　　　　　　きままづきん　気儘頭巾

　　　　せきがん石寵　　　　　　けいちゃうぎん　慶長銀　　　　　　　すみづきん　角頭巾

　　　ちょくかん　勅感　　　　　　　　ちゅうきん　忠勤　　　　　　　ともこもづきん　ともこも頭巾

　　　　　しかん支干　　　　　　　　ようきん　用金　　　　　　　かめやづきん亀屋頭巾

　　　　　しがん此岸　　　　　　　ごようきん　御用金　　　　　　くくりづきん括り頭巾

　　　　はちかん八寒　　　　　　　　　かきん　瑠瑳　　　　　　　おもりづきん　重り頭巾
　　　　じっかん　十干　　　　　　　　ほうがぎん　奉加銀　　　　　　　　まるづきん　丸頭巾

　　　　せっかん　折艦　　　　　　　　　しきぎん　敷き銀　　　　　　　しζろづきん　鉦頭巾

　　　　　ばかん　（副助）　　　　　　　　あくぎん　悪銀　　　　　　ちゃうはんづきん　長範頭巾

　　　　　ひがん　彼岸　　　　　　　　しゃくぎん　借銀　　　　　　　　　　ときん　兜巾

　　　　　ふかん　不堪　　　　　　　げんろくきん　元禄金　　　　　　　　えどぎん　江戸銀
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　　　　あひぎん　間銀　　　　　　　　しゃうぐん　将軍　　　　　　　　　つうげん　通言

　　　　　ふぎん　訊経　　　　　　せいいしゃうぐん　征夷将軍　　　　　　　　ほうけん　宝剣

　　　いちぷきん　一分金　　　　せいせいしゃうぐん　征西将軍　　　　　　　めうけん　妙見

　　　いちぷぎん　一分銀　　　　　　たいしゃうぐん　大将軍　　　　　　　　きゃうげん　狂言

　　　　つぶぎん　粒銀　　　　　せいいたいしゃうぐん　征夷大将軍　　　じだいきゃうげん　時代狂言

　　　とりかへぎん　取り替へ銀　　　しだうしゃうぐん　四道将軍　　　おめみえきゃうげん　御目見得狂言

　　　　　みぎん　砂　　　　　　せいとうしゃうぐん　征東将軍　　　　にはかきゃうげん　俄狂言

　　　　てみきん　手見禁　　　　　かまどしゃうぐん　竈将軍　　　　　わききゃうげん　脇狂言

　　　　ちゃきん　茶巾　　　　　ちんじゅふしゃうぐん　鎮守府将軍　　　とほしきゃうげん　通し狂言

　　　　しゅきん　手巾　　　　　　　　　ばっくん　抜群　　　　かほみせきゃうげん　顔見世狂言

　　いっしゅきん　一朱金　　　　　　　　　　はぐん　破軍　　　　　かみがたきゃうげん　上方狂言

　　いっしゅぎん　一朱銀　　　　　　たいざんふくん　泰山府君　　　　　えどきゃうげん　江戸狂言

　　　　にしゅきん　二朱金　　　　　　　　　　よくん　余薫　　　　　　あひのきゃうげん　間の狂言

　　　にしゅぎん　二朱銀　　　　　　　　　ちょくん　儲君　　　　　　てりはきゃうげん　照葉狂言

　　けっしょきん　閾所金　　　　　　　　　　　けん　（名）　　　　　　あひきゃうげん　間狂言

　　　　　　りぎん　利銀　　　　　　　　　　　　けん　券　　　　　　　　みぷきゃうげん　壬生狂言

　　あつかりぎん　預かり銀　　　　　　　　　けん　拳　　　　　　　まへきゃうげん　前狂言

　　　　しきりきん　仕切り金　　　　　　　　　けん　剣　　　　　　　きりきゃうげん　切り狂言

　　　　しきりぎん　仕切り銀　　　　　　　　　けん　乾　　　　　　つくりきゃうげん　作り狂言

　　　　ちりきん散り金　　　　　　　　　けん険　　　　　あたりきゃうげん　当たり狂言

　　　　　ろぎん路銀　　　　　 けん権　　 あやつりきゃうげん操り狂言

　　　　いんぎん　愚葱　　　　　　　　　　　一けん　（助動）　　　じゃうるりきゃうげん　浄璃瑠狂言

　　　まんえんきん　万延金　　　　　　　　　　一けん　間　　　　　　　せわきゃうげん　世話狂言

　　　　かんきん　看経　　　　　　　　　　　一けん　軒　　　　　　ちゃばんきゃうげん　茶番狂言

　　しぎのかんきん　鴫の看経　　　　　　　　　げん　現　　　　　　　　　じゃうけん　常見

　　　　きんきん　金金　　　　　　　　　　　げん　監　　　　　　　　　しゃうげん　将監

　　　　　きんぎん　金銀　　　　　　　　　　　　げん　顕　　　　　　　　　　じゃうげん　上元

しもさきのきんぎん　霜先の金銀　　　　　　　　げん　験　　　　　　　　　ちゃうけん　長絹

　　　　けんきん　乾金　　　　　　　　　かいげん　開眼　　　　　　　　みゃうけん　冥顕

　　　　げんぎん　現銀　　　　　　　　　さいけん　細見　　　　　　　　ちゅうげん　中元

　　　　　さんきん　参観　　　　　　　　　ずいけん　瑞験　　　　　　　　ちゅうげん　忠言

　　　　　さんきん　散禁　　　　　　　　　せいけん　聖賢　　　　　　　　ちゅうげん　中間

　　　　　さんぎん　三吟　　　　　　　　　たいけん　帯剣　　　　　　　　きょうげん　興言

　　　　　しんきん　震襟　　　　　　　　　たいげん　大監　　　　　　　　　れうけん　料簡

　　　　　しんぎん　新銀　　　　　　　　　だいげん　大元帥　　　　　　　ふれうけん　不料簡

　　いちじせんきん　一字千金　　　　　　　こはいけん　強意見　　　　　　　　わうげん　往還

　　　　たんぎん’断金　　　　　　　　　へいけん　平絹　　　　　　　　くわうげん．広言

　　　　ちんきん　沈金　　　　　　　　　めいげん　鳴弦　　　　　　へんだんうけん　偏祖右肩

　　　　ばんきん　判金　　　　　　　　　れいけん　霊剣　　　　　　　　　　かげん　下元

　　いちぷばんきん　一分判金　　　　　　　　れいげん　霊験　　　　　　　　　一かげん　加減

　　　おほばんきん　大判金　　　　　　　　くわいけん　懐剣　　　　　　　　　　きげん　機嫌

　　　おほばんぎん　大判銀　　　　　　　　　　うげん　有験　　　　　　　さんばいきげん・三杯機嫌

　　　　ぷんきん　文金　　　　　　　　　いうげん　幽玄　　　　　　　　ささきげん　酒機嫌

　　　げんぷんきん　元文金　　　　　　　　かうげん　巧言　　　　　　　　　　くげん　苦患

　　　げんぷんぎん　元文銀　　　　　　　　かうげん　勘言　　　　　　　　　こくげん　刻限

　　　　　　　くん　裾　　　　　　　　　　きうげん　九原　　　　　　　　　　けげん　化現

　　　　　　　ぐん　郡　　　　　　　　　　　ζうけん　後見　　　　　　　　　　こけん　沽券

　　　　いうくん　遊君　　　　　　　　　　しうげん　祝言　　　　　　　　　　こげん　固関

　　　　けうくん　教訓　　　　　　　　　たうけん　唐犬　　　　　　　　　　こげん　御見

　　　　ばうくん　亡君　　　　　　　　　たうけん　倒懸　　　　　　　いよしごげん　いよし御見

　　　　やうくん　養君　　　　　　　　　たうげん　桃源　　　　　　　いよよごげん　愈御見
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　　　　　しけん　紙絹　　　　　　　　　くわげん　管絃　　　　　　　　ぢゅうごん　重言

　　　　　　じげん　慈眼　　　　　　　　　　ゐげん　遺言　　　　　　　　しまわうごん　紫磨黄金

　　　　　　じげん示現　　　　　　　　そらゐげん　空威言　　　　　　　　　きこん　気根

　　　　むしけん　虫拳　　　　　　　　　　ゑげん　慧眼　　　　　　　　　　　くこん　九献

　　　　　すけん　素見　　　　　　　　　いんげん　（名）　　　　　　　　　かくごん　恪勤

　　　　　せけん世間　　　　　　　　　うんげん　量綱　　　　　　　　あまくこん　甘九献
　　　　　ぜげん　女街　　　　　　　あびらうんけん　阿毘羅畔欠　　　　　　しゅく乙ん　宿根

　　　　　そけん　素絹　　　　　おんあびらうんけん　庵阿毘羅畔欠　　　　　じゅくこん　熟根

　　　　　たけん　他見　　　　　きょうくわうきんげん　恐憧謹言　　　　　　　　ろくこん　六根

　　　　　ちけん　知見　　　　　　　　　　けんけん　（副）　　　　　　さんさんくこん　三三九献

　　　　いちげん　一見　　　　　　　　　こんげん　根元　　　　　　　　　　げζん　下根

ちくりんのしちけん　竹林の七賢　　　　　　ごんげん　権現　　　　　　　　　　けごん　華厳

　　　とうはちけん藤八拳　　　こんびらだいこんげん　金毘羅大権現　　　　　　さこん　左近

　　あたりはちけん　辺り八間　　　　　ざわうごんげん　蔵王権現　　　　　　えんぶだこん　閻浮提金

　　　　いっけん　一見　　　　　　さんわうごんげん　山王権現　　　　　　　　いっこん　一献

　　　　いっけん　一件　　　　　　　　ゆやごんげん　熊野権現　　　　　　　　じっこん　入魂

　　　　いっけん　一間　　　　　　さんじょごんげん　三所権現　　　　　　　　ぜっζん　舌根

　　　　　しっけん　執権　　　　　　　　　さんげん　三絃　　　　　　　　　べっこん　別懇

　　　　　じっけん　実験　　　　　　　　　　ざんげん　謹言　　　　　　　　　　　なごん　納言

　　りゃうしっけん　両執権　　　　ここうのざんげん　虎口の謹言　　　　　だいなごん　大納言

　　　くびじっけん首実検　　　　　　　　しんけん　神剣　　　　　　ごんだいなごん　権大納言

　　　　ほっけん法春　　　　　　　　せんけん　埠娼　　　　　　　　せうなごん　少納言

　　　　れっけん　列見　　　　　　　　しゅぜんげん　主膳監　　　　　　　ちゅうなごん　中納言

　　くしゃくにけん　九尺二間　　　　　　　だんけん　断見　　　　　　　　　　ひごん　非言

　　　うむのにけん　有無の二見　　　　　　にんげん　人間　　　　　　　　　とくびこん　憤鼻揮

　　　きつねけん　狐拳　　　　　　　ほんにんげん　本人間　　　　　　　　　ざふごん　雑言’

　　つぽきりのけん壼切りの剣　　　　　　ぷんげん　分限　　　　　　　　　しまごん　紫磨金

　　　　　ひけん　披見　　　　　いちだいぶんげん　一代分限　　　　　　　　むごん　無言

　　　　　ひけん　（動）　　　　　　くすのきぷんげん　楠分限　　　　　　　　　じゅこん　入魂

　　　　あひけん　合ひ拳　　　　　　　　ランケン　（名）　　　　　　　　　じゅごん　呪禁

　　　　　ふげん・普賢　　　　　　　　　りんげん　論言　　　　　　　　　じょごん　助言

　　　　　ぷげん分限　　　　　　　　くわんげん　管絃　　　　　　　　　　りこん　利根
　まんりゃうぶげん　万両分限　　　　　　　　　こん　（名）　　　　　　　　　　わごん　和琴

　　にはかぶげん　俄分限　　　　　　　　　　　こん　坤　　　　　　　　　　　くわごん　過言

　　うめのきぷげん　梅の木分限　　　　　　　　こん　事　　　　　　　　　　けんこん　乾坤

　　　　ざふげん維言　　　　　 こん根　　　　　こんこん献献
　　　　ほふげん　法眼　　　　　　　　　　　こん　献（名）　　　　　　　　しんこん　真言

　　　　　みけん　眉間　　　　　　　　　　一こん　献（助数）　　くわうみゃうしんこん　光明真言

　　　　　むけん　無間　　　　　　　　　　一ζん　（接尾）　　　　　　　　ぜんごん　善根

　　　　　やげん　薬研　　　　　　　　　　　ごん　権　　　　　　　　　　どんごん　鈍根

　　　　あやけん　綾絹　　　　　　　　　せいこん　精魂　　　　　　　　　はんこん　反魂

　　　　じゃけん　邪見　　　　　　　　　せいごん　誓言　　　　　　　　　　もんごん　文言

　　　　しゅげん　修験　　　　　　　　　　　うこん　右近　　　　　　　　　　　　さん　算

　　　　じゅげん　入眼　　　　　　　　　　うこん　●金　　　　　　　　　　　さん　賛

　　　　ぢょげん　女街　　　　　　　　　いうこん　幽魂　　　　　　　　　　　さん　冶

　　　　とらけん　虎拳　　　　　　　　　せうこん　招魂　　　　　　　　　　　さん　三

　　　　　りけん　利剣　　　　　　　　　どうこん　同根　　　　　　　　　えいざん　叡山

　がうまのりけん　降魔の利剣　　　　　　ぱうζん　亡魂　　　　　　　　　ひえいざん　比叡山

　　　　しゅりけん　手裏剣　　　　　　　　　はう’ごん　放言　　　　　　　　　　かいさん　開山

　　　　　うけん　露顕　　　　　　　　じゃうこん　上根　　　　　　　　　ごかいさん　御開山

　　　チョロけん　チョロ絹　　　　　　しゃうごん　荘厳　　　　　　ひのしたかいさん　日の下開山
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　　　すいさん　推参　　　　　　　　　じふさん　十三　　　　　　　　　　　しん　親

　　　たいさん　退散　　　　　　　　　うらへさん　占へ算　　　　　　　　　　じん　仁

　　　たいざん　泰山　　　　　　　　　やまさん　山さん　　　　　　　　　　じん　壬

　　　らいさん　礼讃　　　　　　　　　たたみざん　畳算　　　　　　　　　けいしん　桂心

　ほうらいざん　蓬莱山　　　　　　　　　むざん　無慰　　　　　　　　　けいじん　鶏人

ろくじらいさん　六時礼讃　　　　　　はかいむざん　破戒無懸　　　　　　たいさいじん　太歳神

　　　　うさん　胡散　　　　　　　しんぜむざん　信施無意　　　　　　　ずいじん　随身

　　　かうざん　好山　　　　　　　　　なむさん　南無三　　　　　　　　こずいじん　小随身

　　　せうさん　小参　　　　　　　　むにむざん　無二無三　　　　　　みずいじん　御随身

　　　せうざん　小産　　　　　　　　　そもさん　作度生　　　　　　　　せいじん　聖人

　　　たうさん　当参　　　　　　　　　しゃさん社参　　　　　　　　たいしん　大身
　　　たうざん　当山　　　　　　　　うらやさん　占や算　　　　　　　　だいじん　大尽

　　　たうざん　唐淺　　　　　　　　　　ゆさん　遊山　　　　　　　　　だいじん　大臣

　　　ちうさん　昼三　　　　　　　　　しゅさん　朱三　　　　　　　　　だいじん　大進

　　　てうさん　朝参　　　　　　　かうじゅさん　香蕎散　　　　　　だいだいじん　大大尽

　　　とうさん　燈蓋　　　　　　　　　　よさん　余算　　　　　　　ないだいじん　内大臣

　　ぎゃうさん　仰山　　　　　　　　　　　よさん　予参　　　　　　　　　うだいじん　右大臣

　　ぢゅうさん　重三　　　　　　　　　ぎょさん　魚山　　　　だいじゃうだいじん　太政大臣

こうちゅうさん　口中散　　　　　　　　　カルサン　軽杉　　　　　　だじゃうだいじん　太政大臣

　わちゅうさん　和中散　　　　　　　　　わさん　和算　　　　　　　　さだいじん　左大臣

　　ちょうさん　重三　　　　　　　　　　　わさん　和讃　　　　　　　　やだいじん　矢大神

　　　　おさん　（名）　　　　　　　　　　わざん　和農　　　　　　　だだらだいじん　駄駄羅大尽

　　　　きさん　帰参　　　　　　　　かめゐざん　亀井算　　　　　ひぞりだいじん　乾反り大尽

　　　ぢきさん　直参　　　　　　　　　かんさん　漢讃　　　　　　いたりだいじん　至り大尽

　　こだくさん　小沢山　　　　　　いはみぎんざん　石見銀山　　　　　　にんだいじん　任大臣

　はいどくさん　敗毒散　　　　　　　　　けんさん　建謹　　　　　　じゅんだいじん　准矢臣

あたごはくさん　愛宕白山　　　　．　　けんざん　兼参　　　　　　　　　ねいしん　候臣

　　びゃくさん　白散　　　　　　　　　けんざん　乾山　　　　　　　　　ねいじん　俵人

　　　　けさん　卦算　　　　　　　　　げんざん　見参　　　　　　　　　ばいしん　陪臣

　　　　げさん　下散　　　　　　　　かべげんざん　壁見参　　　　　　　ふうらいじん　風来人

　　　　げざん　見参　　　　　　　　　さんざん　三山　　　　　　　　　れいじん　伶人

　　　なげざん　投げ算　　　　　　　　さんざん　散散　　　　　　　　くわいじん　灰儘

　　　　こさん　古参　　　　　　　　　　しんさん　身三　　　　　　　　　　う』しん　有心

　　　　ごさん　五三　　　　　　　　　しんざん　新参　　　　　　　　　かうしん　庚申

　　　　ごさん　五山　　　　　　かへりしんざん　帰り新参　　　　　　　かうじん　行人

　　しちこさん　七五三　　　　　　　　てんざん　点窟　　　　　　　　　かうじん　鮫人

　　　　じさん　自讃　　　　　　　　　ぶんさん　分散　　　　　　　よひかうしん　脊庚申

　　　おしさん　御師さん　　　　　　　へんさん　偏杉　　　　　　　こんがうしん　金剛心

　　　　ちさん　遅参　　　　　　　　　ぽんさん梵讃　　　　　　　こんがうじん　金剛神

　　　　ぢざん　地算　　　　　　　　　ほんざん　本山　　　　　　　　　きうじん　九偲

　　　いっさん　一山　　　　　　　　　ぽんざん　盆山　　　　　　　けっこうじん　結構人

　　　うっさん　●散　　　　　　　　だいほんざん　大本山　　　　　　　　さうじん　精進

　　　こてさん　御亭さん　　　　　　　わんざん　和謹　　　　　　　　　せうしん　小身

　　　　とさん　土産　　　　　　　　　ぐわんざん　元三　　　　　　　　　せうしん　少進

　　　　とさん　渡蓋　　　　　　　　　ゐんざん　院参　　　　　　　　　せうじん　小人

　　　いときん　（名）　　　　　　　　　　しん心　　　　　　　　　だうしん　道心

　　　こなさん　此方さん　　　　　　　　　しん　身　　　　　　　　　　たうじん　唐人

　　　どなさん　何方さん　　　　　　　　　しん　辛　　　　　　　　　　たうじん　盗人

　　　あのさん　（代名）　　　　　　　　　しん　信　　　　　　　　　　だうじん　道人

　うらなひさん　占ひ算　　　　　　　　　しん　神　　　　　　　いまだうしん　今道心
　　　けふさん　爽雫　　　　　　　　　　　　しん　真　　　　　　　　　かみたうじん　上唐人
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　　　むだうしん　無道心　　　　　　えうやくじん　妖厄神　　　　　　つづくりぷしん　綴繰り普請

　　　さるたうじん　猿唐人　　　　　ぎゃうやくじん　行疫神　　　　　　　きしぽじん　鬼子母神

　　　あをだうしん　青道心　　　　　　　きゃくしん　隔心　．　　　　　　　　みしん　未進

　　　　つうじん　通人　　　　　‘　　　ぎゃくしん　逆心　　　　　　　　　　　むしん　無心

　　　　てうしん調進　　　　　　　　　よくしん　慾心　　　　　　　　　　むじん　無心

　　　　とうしん燈心　　　　　　　　　　らくじん　楽人　　　　　　　　　　　むじん　無尽

　　　　どうしん　同心　　　　　　　のうらくじん　能楽人　　　　　　　　ようむしん　用無心

　　　　とうじん等身　　　　　　　　　りくしん　六親　　　　　　　　　ごむしん　御無心

　　　ねとうしん　子燈心　　　　　　　　　ろくしん　六親　　　　　　　あくごふむじん　悪業無尽

　　いちみどうしん　一味同心　　　　　　だうろくじん　道陸神　　　　　　　　きしもじん　鬼子母神

　　　　はうじん　芳心　　　　　　　　　　けしん　化身　　　　　　　　　しゃしん　捨身

　　　　ぼうしん　謀臣　　　　　　　　　　げしん　下心　　　　　　　　　　じゃしん　蛇身

　　　　ほうじん　封人　　　　　　　　　　こしん　御身　　　　　　　　　ちゃじん　茶人

　　　　まうしん　妄心　　　　　　　　　　こしん　護身　　　　　　　　でんぶやじん　田夫野人

　　しゃうやうじん　上陽人　　　　　　　　　こじん　古人　　　　　　　　　ぎょしん　御寝

　　　　しゃうじん　生身　　　　　　　　　　こじん　故人　　　　　　　　うきよじん　浮き世人

　　　　しゃうじん　正真　　　　　　　　　こじん　胡人　　　　　　　　　しょしん　初心

　　　　しゃうじん　精進　　　　　　　　　　ごじん　御仁　　　　　　　　　ふりしん　振新

　じゃうしゃうじん　常精進　　　　　　　　そこしん　底心　　　　　　　　　　ゑしん　廻心

いっしゃうしゃうじん　一生精進　　　　　　　しゅごじん　守護神　　　　　　　　　いんしん　音信

　　　ぐしゃうじん　倶生神　　　　　　　　ささじん　酒椹　　　　、　　　　かんしん　甘心

　　はっしゃうじん　八将神　　　　　　　　　ししん　侍臣　　　　　　　　　きんしん　謹慎

　　　　ちゃうしん　長臣　　　　　　　　　　ししん　紫震　　　　　　　　　．げんしん　現身

　　　みゃうじん　明神　　　　　　　　　　しじん　四神　　　　　　　　　けんじん　賢人

　　だいみゃうじん　大明神　　　　　　　　　しじん　資人　　　　　　　　　　こんしん　今身

たまつしまみゃうじん　玉津島明神　　　　　　　　すじん　数人　　　　　　　　　　こんじん　金神

　　　　ちゅうしん　忠臣　　　　　　　　だうそじん　道祖神　　　　　　　　　さんじん　山人

　　　　ちゅうしん　注進　　　　　　　　　　いちじん　一人　　　　　　　　　　　さんじん　三身

　　　りゅうじん　龍神　　　　　　　てんいちじん　天一神　　　　　　　　さんじん　三神

はちだいりゅうじん　八大龍神　　　　　けんらうちしん　堅牢地神　　　　　　　　さんじん　散人

　　　　ようじん　用心　　　　　　　　　いっしん　一心　　　　　　　　わかさんじん　和歌三神

　　　　きようじん　器用人　　　　　　　　いっしん　一身　　　　　ざうくわのさんじん　造化の三神

　　　じゅらうじん　寿老人　　　　　さんがいいっしん　三界一心　　　　さんじふさんじん　三十三身

　　　　くわうじん　荒神　　　　　　　　　　たっじん　達人　　　　　　　　　　じんしん　人臣

　にはうくわうじん　二方荒神　　　　　　　ぷっしん　仏心　　　　　　　　　・じんしん　人身

さんぽうくわうじん　三宝荒神　　　　　　　ぷっしん　仏身　　　　　　　　　　じんじん　甚深

　　　　　きじん　鬼神　　　　　　　　　ほっしん　法身　　「　　　じふろくぜんじん　十六善神

　　　　りきじん　力人　　　　　　　　　　ほづしん　発心　　　　　　　　　　たんしん　丹心

　　　ふかくじん　不覚人　　　　　　　くぐわつじん　九月尽　　　　　　　　　てんしん　天心

　　　　ごくしん　極信　　　　　　　　うちのしん　氏の神　　　　　　　　　てんじん　点心

　　　　すくじん　守宮神　　　　　　　やよひじん　弥生尽　　　　　　　　てんじん　天神

　　　　ぞくじん　俗人　　　　　　　　　　ふしん　普請　　　　　　　　うしてんじん　丑天神

　　　　どくじん　土公神　　　　　　　　　ふしん　不審　　　　　　　　　にんじん　人身

　　だいとくじん　大徳人　　　　　　　　　ふじん　夫人　　　　　　　　　ばんしん　番新

　　　　うとくじん有徳人　　　　　　　わがふじん　和合神　　　　　さんじふばんしん　三十番神

　　　としとくじん　歳徳神　　　　　　　ちくふじん　竹夫人　　　　　　　なんばんじん　南蛮人

　　　ふとくしん　不得心　　　　　　　　こぶしん　小普請　　　　　　　　ぷんしん　分身

　　　むとくしん　斯尋心　　　　　　　　　しふしん　執心　　　　　　　　　　ふんじん　奮迅

　　　　はくじん　白人　　　　　　　　うちぷしん　内普請　　　　　いったいぶんしん　一体分身

　　　　ふくじん　福人　　　　　　　　　やぶしん　家普請　　　　　　　ししふんじん　獅子奮迅

　　　しちふくじん　七福神　　　　　　　　りふじん　理不尽　　　　　　　　へんしん　変身
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　　　　　もんじん　問訊　　　　　　　　　　もうせん　毛厩　　　　　　　　ははこぜん　母御前
　　　　　らんじん　乱人　　　　　　　　　きゃうぜん　饗膳　　　　　　　　　あまごぜん　尼御前

　　　　くわんじん　勧進　　　　　　　　　しゃうぜん　生前　　　　　　　　ひめごぜん　姫御前

　　うたくわんじん　歌勧進　　　　めつざいしゃうぜん　滅罪生善　　　　　おほひめごぜん　大姫御前

　　　　　　　すん　寸　　　　　　　　　ちゃうせん　丁銭　　　　　　　　　やこぜん　野狐禅

　　　　　　　ずん髄　　　　 ちゃうせん庁宣　　　　　させん左遷
　　　　　はうすん　方寸　　　　　　　　ひゃうせん　兵船　　　　　　　　　　さぜん　作善

　　　　　いっすん　一寸　　　　　　　　　きゅうせん　弓箭　　　　　　　　　　　ざぜん　坐禅

　　　　　けつずん　闘巡　　　　　　　　　りうせん　流泉　　　　　　　　じりきさぜん’自力作善

いっしゃくはっすん　一尺八寸　　　　　　　くわうせん　黄泉　　　　　　　　　　　しぜん　自然

　　　　　さんずん　三寸　　　　　　　　　ぢわうせん　地黄煎　　　　　　　　ないしせん　内侍宣

　　　したさんずん　舌三寸　　　　　　　　　かせん　歌仙　　　　　　　　　びたせん　怨銭

　　ふしみさんずん　伏見三寸　　　　　　みゃうがせん　冥加銭　　　　　　　　ふだせん　札銭

　　　　　すんすん　（副）　　　　　　　　ろくかせん　六歌仙　　　　　　　からだせん　怯羅陀山

　　　　　すんずん　寸寸　　　　　さんじふろくかせん　三十六歌仙　　　　　　　いちぜん　一膳

　　　　　　　せん先　　　　 なにかせん何かせん　　　 うちせん打ち銭
　　　　　　　せん　専　　　　　　　　　　　きぜん　気前　　　　　　　　わらちせん　草軽銭

　　　　　　　せん　詮　　　　　　　　　いいきぜん　好い気前　　　　　　　ゑちぜん　越前

　　　　　　　せん　箋　　　　　　　　　　えきせん　駅船　　　　　　　　　いっせん　一銭

　　　　　　　せん　饅　　　　　　　　　　おきせん　（名）　　　　　　　　ざうつせん　象頭山

　　　　　　一せん　銭　　　　　　　　　　せきぜん　積善　　　　　とむらひがっせん　弔ひ合戦

　　　　　　　ぜん　禅　　　　　　　　　　まきせん　蒔き銭　　　　　　　　こつぜん　忽然

　　　　　　一ぜん膳　　　　　　　　　　かくせん　角銭　　　　　　　　　せっせん　雪山

　　　　　あいぜん　愛染　　　　　　　　　こくせん　国宣　　　　　　　　　はっせん　八専

　　みしゃういぜん　未生以前　　　　　　　　たくせん　託宣　　　　　　こんろんはっせん　毘需八仙

　　くわんえいせん　寛永銭　　　　　　　　ごたくせん　御託宣　　　　　　　　　とぜん　徒然

　　　　　けいせん　傾城　　　　　　　　　　ちくぜん　筑前　　　　　　　　　　まどせん　窓銭

　　　　　だいぜん　大膳　　　　　　　　　せっくせん　節句銭　　　　　　　　はなせん　花毘

　　　　　っいぜん　追善　　　　　　　　　とくせん　得選　　　　　　　　いちのぜん　一の膳

　　　　　ないぜん　内膳　　　　　　　　しゃくせん　借銭　　　　　　　　　にはせん　庭銭

　　　　　はいぜん　陪膳　　　　　　　　しゃくぜん　積善　　　　　　　なにかはせん　何かはせん

　　　　くわいせん　廻船　　　　　　　　　ひゃくせん　百千　　　　　　　　　　ひぜん　肥前

　ひがきくわいせん　檜垣回船　　　　　たうびゃくせん　当百銭　　　　　　　　　びぜん　備前

　　　　　　うぜん　羽前　　　　　　　　しゅくぜん　宿善　　　　　　　　　あひせん　間銭

　　　　　いうぜん　友禅　　　　　　　　ちょくせん　勅宣　　　　　　　　　おひせん　追ひ銭

　　　　　えうぜん　官然　　　　　　　　ちょくせん　勅撰　　　　　　　　　　ぷぜん　豊前

　　　　　かうせん　香煎　　　　　　　えいらくせん　永楽銭　　　　　　　　じふぜん　十善

　　　　　きうせん　九泉　　　　　　　ふだらくせん　補陀洛山　　　　　　くわんぷぜん　官府宣

　　　ぷんきうせん　文久銭　　　　　　　　　りくぜん　陸前　　　　　　　　　　みせん　味煎

　　　　　こうせん　貢銭　　　　　　　　　　げせん　牙籔　　　　　　　　　　みぜん　未然

　　　　　さうぜん　生前　　　　　　　　　　げせん　下賎　　　　　　　くちざみせん　口三味線

　　　　　そうぜん　僧膳　　　　　　　　　あげせん　揚げ銭　　　　　　　　なみせん　波銭

　　　　　たうせん　唐船　　　　　　　　　かけせん　掛け銭　　　　　　　しゃみせん　三味線

　　　　　たうぜん　当千　　　　　　　　　かげぜん　蔭膳　　　　　　つれじゃみせん　連れ三味線

　　いっきたうぜん　一騎当千　　　　　　　　こせん　姑洗　　　　　　いうじゃみせん　色三味線

　　　ろくだうせん　六道銭　　　　　　　　　ごぜん　御前（名）　　　　　　しゅみせん　須弥山

　　　べったうせん　別当宣　　　　　　　　　一ごぜん　御前（接尾）　　　　　　　やぜん　夜前

　いちにんたうぜん　一人当千　　　　　　　　　ごぜん　御膳　　　　　　　　　ちゃせん　茶禿

　　　かろとうせん　夏炉冬扇　　　　　　おとこぜん　乙御前　　　　　　　　じゅせん　鋳銭

　　　てんぱうせん　天保銭　　　　　　いみびのこぜん　斎火の御膳　　　　　　　じゅぜん　受禅

　　　　　ほうぜん宝前　　　　　　　はれのこぜん　晴れの御膳　　　　りゃうじゅせん　霊鷲山
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　　　　　しょせん　所詮　　　　　　　　　　ほぞん　本尊　　　　　　　　　はったん　八端

　　　　　てらせん　てら銭　　　　　　　　しょぞん　所存　　　　　　　　　　とたん　塗炭

　　　　あがりぜん上がり膳　　　　　　ふしょぞん　不所存　　　　　　　　　どだん　土壇

　　　　おくりぜん送り膳　　　　　　　かんそん　早損　　　　　　　　そのだん　其の段

　　　　　ちりせん散り銭　　　　　　　さんぞん三尊　　　　　　　　にのだん二の段
　　　　　とりぜん取り膳　　　　　しゃかさんぞん釈迦三尊　　　　いしばひのだん石灰の壇

　　　　　　うせん路銭　　　　　　やくしさんぞん　薬師三尊　　　　　　　　ひだん　左

　　　くわうろぜん黄櫨染　　　　　　あみださんぞん　阿弥陀三尊　　　　　りゅうびだん　龍尾壇

　　　　　すゑぜん据ゑ膳　　　　　　　　ほんぞん　本尊　　　　　　　　　カピタン　加比丹

　　こくどあんぜん国土安全　　　　　　　　　たん　丹　　　　　　　　　　　ふだん　不断

　　　　　ぐんせん軍扇　　　　　　　　　　　たん　胆　　　　　　　　じゃうふだん　常不断

　　　　　げんぜん　現前　　　　　　　　　　　たん　疾　　　　　　　　　　ざふたん　雑談

　　　　　さんせん散銭　　　　　一たん段　　　　みみざふたん耳雑談
　　　　　さんぜん　三千　　　　　　　　　　　だん　旦　　　　　　　　　　　ほふだん　法談

　いちねんさんぜん　一念三千　　　　　　　　　だん　談　　　　　　　　　　　ぼたん　牡丹

　　　　　しんせん神仙　　　　　　　　　　だん　壇　　　　　　　　ししにぼたん　獅子に牡丹

　　　　　しんせん新銭　　　　　だん段　　　ぎゃうえふぼたん杏葉牡丹
　　　　　ぜんぜん　漸漸　　　　　　　　　かいだん　戒壇　　　　　　　　　ごまだん　護摩壇

　　　　　たんぜん　丹前　　　　　　　　　さいたん　再誕　　　　　　　　　しゅみ’だん　須弥壇

　　いっしはんせん　一紙半銭　　　　　　　さいたん　歳旦　　　　　　　　　　しゃだん　社壇

　　　　ばはんせん　八幡船　　　　　　　　　だいたん　大胆　　　　　　　　　　　ゆたん　油単

　いちもんはんせん　一文半銭　　　　　　　ないだん　内談　　　　　　　　　　しゅだん　手談

　　　　　びんせん　便船　　　　　　　　　べいだん　餅1談　　　　　　　　　きょたん　虚誕

　　　　　ほんぜん　本膳　　　　　　　　　しうたん　愁嘆　　　　　　　　　　うだん　炉壇

　　　　　もんぜん　門前　　　　　　ごんごだうだん　言語道断　　　　　　　かんたん　肝胆

　　　ろくもんせん　六文銭　　　　　　　　とうだん　登壇　　　　　　　　　かんたん　郡郭・

　　　　しもんせん　四文銭　　　　　　　　へうたん　瓢箪　　　　　せっしゃうきんだん　殺生禁断

　　　いちもんせん　一文銭　　　　　　　　ぼうたん　牡丹　　　　　　　まんきんたん　万金丹

　　　　　れんぜん　連銭　　　　　　　　きゃうだん　京談　　　　　　　　　ぐんだん　軍団

　　　　　ゐんぜん院宣　　　　　　　くにきゃうだん　国郷談　　　　　　　　　ぐんだん　軍談

　　　　　　　そん孫　　　おくにきゃうだん御国郷談　　　　けんたん間短
　　　　　　　そん　樽　　　　　　　　　　じゃうだん　上段　　　　　　　　　　けんだん　検断

　　　　　　あそん　朝臣　　　　　　　　ちゅうだん　中段　　　　　　　　　こんたん　魂胆

　　　　なのあそん名の朝臣　　　　　　　りゅうたん　龍胆　　　　　　　　はんこんたん　反魂丹

　　　　　すいそん　水損　　　　　　　　じょうだん　冗談　　　　　　　　　　さんだん　讃歎

　　　　ごだいそん五大尊　　　　　　　　’りうたん　龍胆　　　　　　　　　さんだん　讃談

　　　　　ないそん　内損　　　　　　　　　ろうだん　璽断　　　　　　　　　しんだん　震旦

　　　　ふどうそん　不動尊　　　　　　　　すかたん　（名）　　　　　　　　　せんだん　栴檀

　　　　ちゅうぞん　中尊　　　　　　　くわんぎだん　歓喜団　　　　　　しゃくせんだん　赤栴檀

　　　　　　きそん　（名）　　　　　　　　びゃくだん　白檀　　　　　　　　こづせんだん　牛頭栴檀

　　ゆいがどくそん　唯我独尊　　　　　　　　げだん　下段　　　　　　　　　だんだん　段段

てんじゃうてん　　　天上天下唯　　　　　　　ごだん　五壇　　　　　　　　　　ぷんだん　分段

　げゆいがどくそん　　　　我独尊　　　　　　　ごだん　後段　　　　　　　　　　　　ちん　亭

　　　　しゃくそん　釈尊　　　　　　　　　すこたん　（名）　　　　　　　　　　　ちん　朕

　　　　ちゃくそん　嫡孫　　　　　　　　　にしだん　尼師壇　　　　　　　　　　ちん　沈

　　　　　らくそん　落跨　　　　　　　　キリシタン　切支丹　　　　　　　　　　ちん　陣

　　　　　　けそん　家損　　　　　　　　　　うすだん　薄談　　　　　　　　　　ないちん　内陣

　　　　　　しそん　至尊　　　　　　　　　いちだん　一段　　　　　　　　　ぐわいちん　外陣

　　　　　　じそん　慈尊　　　　　　　　　べちだん　別段　　　　　　わくわうどうちん　和光同塵

　　　　　　せそん　世尊　　　　　　　　　いったん　一旦　　　　　　　　　ふうちん　風塵

　　　　　　ひそん　干損　　　　　　　　　　しったん　悉曇　　　　　　　　　ちゃうちん　提燈
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がんだうちゃうちん　強盗提燈　　　　　　　　みぢん　微塵　　　　　　　　　めうでん　妙典
ばじゃう「ぢゃうちん　馬上提燈　　　　　　　　　やちん　野陣　　　　　　　　　ぎやうでん　宜陽殿

　　たかちゃうちん　高提燈　　　　　　　　えんちん　煙塵　　　　　　しょうきゃうでん　承香殿

　　はこちゃうちん　箱提燈　　　　　　　　　さんちん　三陣　　　　　　　　　しゃうでん　聖天

　　こしぢゃうちん　腰提燈　　　　　　　　せんちん　先陣　　　　　　　　じゃうでん　上田

　しのびぢゃうちん　忍び提燈　　　　　　　　ほんちん　本陣　　　　　　　きっしゃうてん　吉祥天

　　はやぢゃうちん　早提燈　　　　　　わきほんちん　脇本陣　　　　　　　うちゃうてん　有頂天

をだはらちゃうちん　小田原提燈　　　　　　　　　てん　天　　　　　　　　ぞうちゃうてん　増長天

たかはりぢゃうちん　高張り提燈　　　　　　　　てん　点　　　　　　　　　みゃうでん　名田

ゆみはりぢゃうちん　弓張り提燈　　　　　　　　一てん　（連語）　　　　　せいりゃうでん　清涼殿

しらはりぢゃうちん　白張り提燈　　　　　　えいでん　営田　　　　　　こうりゃうでん　後涼殿

　　つゑぢゃうちん　杖提燈　　　　　　　　かいでん　皆伝　　　　　　げっきゅうでん　月宮殿

　　　　　かちん　（名）　　　　　　　　　けいてん　経典　　　　　　　　じじゅうでん　仁寿殿

　　　　　かちん褐　　　　れいけいでん麗景殿　　しゅんきょうでん春興殿
　　　　　おかちん　（名）　　　　　　　　　さいてん　西天　　　　、　　　しょうでん　昇殿

　　　　　　きちん　木賃　　　　　　　だいじざいてん　大自在天・　　　　　　じょうでん　乗田

　　　　　　きちん　麹塵　　　　　　　たけじざいてん　他化自在天　　　うちのしょうでん’内の昇殿

　　　　　きくちん麹塵　　　　　　　べんざいてん　弁才天　　　　　　こうらうでん　後涼殿

　　　　ぞくちん　俗塵　　　　　　　　ししいでん　紫寅殿　　　　　　せんりうてん　川柳点

　　　　　よくちん　慾塵　　　　　　　ちゃうせいでん　長生殿　　　　　　　　くわうてん　皇天

　　　　　ろくちん　六塵　　　　　　　　　たいてん　大典　　　　　　さんくわうてん　三光天

　　　　　　げちん　外陣　　　　　　　　　たいてん　退転　　　　　　　　しわうてん　四王天

　　　　　　げちん　解陣　　　　　　　　　　だいてん　大筆　　　　　　　　　　がてん　合点

　　　　　うけちん　受け賃　　　　　　　ふたいてん　不退転　　　　　　　　　かでん　家伝

　　　　　　ごちん　五塵　　　　　　　　ぐふたいてん　倶不戴天　　　　　　　ながてん　長点

　　　　　　ごちん　後陣　　　　　　　　　ないてん　内典　　　　　　　　しんかでん　神嘉殿

　　　　　　そちん　訴陳　　　　　　　じゃうねいでん　常寧殿　　　　　　　　　きでん　紀伝

　　　　　　だちん　駄賃　　　　　　　　　はいでん　拝殿　　　　　　　　　　きでん　貴殿

　　　　　いたちん　板賃　　　　　　　　うんめいでん　温明殿　　　　　　　りょうきでん　綾綺殿

　いきがけのだちん　行き掛けの駄賃　　　くわうれいでん　皇霊殿　　　　　　　　　えきでん　駅伝

　あさがけのだちん　朝懸けの駄賃　　　　　くわいてん　回天　　　　　　　　　ζきでん　弘徽殿

　いにがけのだちん　往に掛けの駄賃　　　しゅんあうてん　春鶯噂　　　　　　　　　しきでん　職田

　　　　　いちぢん　一陣　　　　　　．せんえうでん　宣耀殿　　　　　　　　せきてん　釈莫

　　　　　はちぢん　八陣　　　　　　　　きかうでん　乞巧莫　　　　　　　　ぢきでん　直伝

　　　　　しっちん　七珍　　　　　　　　きっかうでん　乞巧1莫　　　　　　　　てきでん　嫡伝

　　　　　せっちん雪隠　　　　　　　　きうてん九天　　　　　　　くわんぎてん　歓喜天

　　　　　はっちん　八珍　　　　　　　　　きうてん　灸点　　　　　　　　　　くでん　口伝

　　　　　おてちん　（名）　　　　　　　　　くうでん　宮殿　　　　　　　　　　くでん　公田

　　　　　たなちん　店賃　　　　　　　　ごくうでん　御供田　　　　　　　　あくてん　悪点

　　たちはきのちん帯刀の陣　　　　　　　乙うでん　公田　　　　　　くわんがくでん　勧学田

　　ひんがしのちん　東の陣　　　　　　　　こうでん　功田　　　　　　　だいこくてん　大黒天

　　　　きたのちん　北の陣　　　　　　　　　さうでん　相伝　　　　　　　　だいこくでん　大極殿

　　たきぐちのちん　滝口の陣　　　　　いっしさうでん　一子相伝　　　　　　　ちこくてん　持国天

　　かみなりのちん　雷の陣　　　　　　　ひさうてん　悲想天　　　　　　　　さくてん　釈莫

　　　うこんのちん　右近の陣　　　ひさうひびさうてん　非想非非想天　　　　　　ちくてん　逐電

　　　さごんのちん　左近の陣　　　　　　　せうてん　小筆　　　　　　　　ぷとくでん　武徳殿

　　うゑもんのちん　右衛門の陣　　　　　　・せうてん　小典　　　　　　　　　ふくでん　福田

　　さゑもんのちん　左衛門の陣　　　　　　たうてん　酒天　　　　　　　くわうもくてん　広目天

　　　　むかひちん　向かひ陣　　　　　きんたうそん　金刀点　　　　　　　きゃくでん　客殿

　　いちごのふちん　一期の浮沈　　　　　　　ほうでん　宝殿　　　　　　　　しゃくてん　規莫

　　　　　マチン　馬銭　　　　　　　　まにほうでん　摩尼宝殿　　　　　たいしゃくてん　帝釈天
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　　ぎょくでん玉殿　　　　　　　　　くわでん　花田　　　　　　　　　うんどん　餓鈍

　　　しょくでん職田　　　　　　　とうくわでん　登花田　　　　　　　　けんどん　樫倉

　ちゅうろくてん　中ろくてん　　　　　　　ゐでん　位田　　　　だいみゃうけんどん　大名樫食

　　　　けてん　化転　　　　　　　　　いんでん　印伝　　　　　　　　　ゑんどん　円頓

　　　　げてん外典　　　　　　　　　おんでん　隠田　　　　　　　　　　　なん　難
　　　　けでん　怪顛　　　　　　　めうおんてん　妙音天　　　　　　　　　　一なん　（終助）

　　　ないげてん　内外典　　　　　　　　ふかんでん　不堪田　　　　　　　　　　一なん　（係助）

　はいまうけでん　敗亡怪顛　　　　　　　きんでん　金殿　　　　　　　　　　　一なん　（連語）

　　　　くげでん公癖田　　　　　　　　けんでん　検田　　　　　　　　　　あなん　阿難

　　　　こてん　呉天　　　　　　　　　　こんでん　懇田　　　　　　　　　　こうなん　後難

　　　　こてん　御殿　　　　　さんじふさんてん　三十三天　　　　　　　どうなん　童男
　　　まるこてん　丸五点　　　　　　　　しんでん　神田　　　　　　　　　にうなん　柔軟

　　　　　してん　四天　　　　　　　　　しんでん1寝殿　　　　　　　　　ぞくなん　俗難

　　　　　しでん賜田　　　　　　　　ししんでん　紫良殿　　　　　　　ちゃくなん　嫡男

　　　まりしてん　摩利支天　　　　　　いっしんでん　一身田　　　　　　　　　げなん　下男

　　　ゆそでん輸租田　　　　　　　　てんでん　展転　　　　　　　　　　こなん　（代名）

　　ふゆそでん　不輸租田　　　　　ごじふてんてん　五十展転　　　　　　　　　しなん　指南

　　　ゐだてん章駄天　　　　　　　　とんでん　屯田　　　　　　　　　いちなん　一男

　　　いってん　一天　　　　　　　　　なんでん　南殿　　　　　　　　　しちなん　七難

　　　いってん　一点　　　　げんらい　　　　　還来歳国度　　　　　　はちなん　八難

　　　がってん合点　　　　　ゑこくどにんでん　　　　人天　　　ここうのなん　虎ロの難

　　　とそつてん　兜率天　　　　　　　　はんてん　半天　　　　　　　　　ほふなん　法難

うってんばってん　（連語）　　　　　　　はんでん班田　　　　　　　　ありなん　有りなん

　　　ひってん　（名）　　　　　　さしこぱんてん　刺し子半纏　　　　　さもありなん　（連語）

　　　ぶってん　仏天　　　　　うんてんばんてん　（連語）　　　　　　　　けんなん　剣難

　　　ぷつでん　仏殿　　　　　　　しきぷんでん　職分田　　　　　　　こつがいにん　乞弓人

　　　べつでん　別伝　　　　　　　　くぷんでん　口分田　　　　　　　　さいにん　裁人
　けうげべつでん　教外別伝　　　　　　　ぼんてん　梵天　　　　　　　　せたいにん　世帯人

　　　　とてん　渡天　　　　　　　　たもんてん　多聞天　　　　　　にょでいにん　如泥人

　　をことてん　乎古止点　　　　　びしゃもんてん　毘沙門天　　　　　　　　ばいにん　売人

　　　　なでん　南殿　　　　　　ぢゃうぐわんでん　貞観殿　　　　　　　　えうにん　遙任

　　　　にてん　二天　　　　　　　　　さうとん　草撒　　　　　　　　　かうにん　降人

　　　だきにてん　茶枳尼天　　　　　　　　うすどん　薄鈍　　　　　　　　　かうにん　高人

　　　じふにてん　十二天　　　　　　　　　ふとん　蒲団　　　　　　　　　こうにん　候人

　　　けはひでん　化粧殿　　　　　　　くさぷとん　草蒲団　　　　　　ほうこうにん　奉公人

　　　　ふてん　普天　　　　　　　いっつぶとん　五つ蒲団　　　　　　　さうにん　相人

　　しんこふでん　賑給田　　　　　　ななつぶとん　七つ蒲団　　　　　　　そうにん　証人

　くわいりふでん　廻立殿　　　　　　　みっぷとん　三つ蒲団　　　　　　　　だうにん　道人

　　　　しゅでん　主殿　　　　　　　　　みのぶとん　三幅蒲団　　　　　　　ふたうにん　不当人

　　　こしゅでん　御守殿　　　　　　かがみぷとん　鏡蒲団　　　　　　　　　とうにん　頭人

　　　　よてん　四天　　　　　　　　さよぷとん　小夜蒲団　　　　　　こっぱうにん　業報人

　　　　しょてん　諸天　　　　　　　　　くわとん　火遁　　　　　　　　ぎゃうにん　行人

さんがいしょてん　三界諸天　　　　　　　あんどん　行燈　　　　　　　　ぷぎゃうにん　奉行人

　　けうしょでん　校書殿　　　　　ゑんしうあんどん　遠州行燈　　　　　　　しゃうにん　上人

　　　　らでん　螺鋼　　　　　はっぱうあんどん　八方行燈　　　　　　　じゃうにん　浄人

　　　しだらでん　しだら電　　　ありあけあんどん　有明け行燈　　　　　ちゃうにん　停任

　　　とらでん　団乱旋　　　　　　かけあんどん　掛け行燈　　　　はうちゃうにん　庖丁人

　　　たうりてん切利天　　　　　ぢぐちあんどん地口行燈　　　　　すちゃう｝ζん　素町人

　　　いほりてん　庵点　　　　　　　つりあんどん　釣り行燈　　　　　　　ぢゅうにん　重任

　　　　るてん　流転　　　　　　　ひるあんどん　昼行燈　　　　　　　　ようにん　用人

　　てんつるてん　（形動）　　　　　　まるあんどん　丸行燈　　　　　　　　ちょう｝ζん　重任
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　　　ちょうにん　寵人　　　　　　　　　えんにん延任　　　　　　　　　りふねん　立年

　かってようにん　勝手用人　　　　　　　　かんにん　堪忍　　　　　　　　　　むねん　無念

　　そばようにん1側用人　　　　　　　　げんにん還任　　　　　　　　　よねん　余念
　　　　らうにん　浪人　　　　　　　　　さんにん　三人　　　　　　　　　えんねん　延年
てんぢくらうにん　天竺浪人　　　　　　　　じんにん　神人　　　　　　　　　さんねん　三年

　かみこらうにん　紙子浪人　　　　　　いぬじんにん　犬神人　　　　　　　　しんねん　心念

　　　すらうにん素浪人　　　　　　　せんにん千人　　　　うみにせんね　　　海に干年河
　しはすらうにん　師走浪人　　　　　　　　せんにん　仙人　　　　　　んかはにせんねん　　　　に千年

　　　これうにん　御寮人　　　　　　　　せんにん　遷任　　　　　　　　　ぞんねん　存念

　　　　　きにん　貴人　　　　　　　　がませんにん　蝦墓仙人　　　　　　　　ねんねん　念念

　　　　　くにん　公人　　　　　　　　　てんにん　天人　　　　　　　　　まんねん　万年

てまへさいくにん　手前細工人　　　　　　　はんにん　判人　　　　　　　　　くわんねん　観念

　　　　がくにん　楽人　　　　　　　　　　ぽんにん　凡人　　　　　　　　　　　はん　半

　　　むそくにん　無足人　　　　　　　　ぽんにん　犯人　　　　　　　　　　はん　判

　　　　とくにん　徳人　　　　　　　　　もんにん　文人　　　　　　　　　　　はん　藩

　　げすとくにん　下種徳人　　　　　　　くわんにん　官人　　　　　　　　　　　ばん　番（名）

　　　　ふくにん　復任　　　　　　　　　ぐわんにん　願人　　　　　　　　　　　ばん一番（接頭）

　　　　やくにん　役人　　　　　ざいちゃうくわんにん　在庁官人　　　　　　　　　　ばん　盤

　　みそやくにん　味噌役人　　　しぞうのくわんにん　砥承の官人　　　　　　かいはん　開板

　　まちやくにん　町役人　　　　おったてのくわんにん　追っ立ての官人　　　　　ざいはん　在判

　　　ちょくにん　勅任　　　　　とのもりのくわんにん　殿守の官人　　　　　　　ざいばん　在番

　　　　　けにん　化人　　　　　　　　　うんぬん　云云　　　　　　　　　すいはん　水飯

　　　　　けにん　家人　　　　　　　　　　　ねん　年　　　　　　　　　　だいばん　台盤

　　　　　げにん　下人　　　　　　　　　　さいねん　西念　　　　　　　　　　はいばん　杯盤

　　　　うけにん　請け人　　　　　　　　いうねん　遊年　　　　　　　　　らいばん　礼盤

　　　　ごけにん　御家人　　　　　　　　だうねん　道念　　　　　　　　　るいばん　類伴

　　　　ぢげにん　地下人　　　　　　　　　ぱうねん　忘年　　　　　　　　　かうばん　香盤

　　　　　ごにん　五人　　　　　　　　　まうねん　妄念　　　　　　じゃうかうばん　常香盤

なしつぼのこにん　梨壷の五人　　　　　　ぎゃうねん　行年　　　　　　　　　さうばん　双盤

　　　　げしにん　解死人　　　　　　　　しゃうねん　生年　　　　　　　　　たうばん　「当番

　　　　　そにん　訴人　　　　　　　　　しゃうねん．正念　　　　　　ひきめのたうばん　墓目の当番

　　　　　たにん　他人　　　　　りんじゅうしゃうねん　臨終正念　　　　　　　ぽうはん　謀判

　　　　いちにん　一人　　　　　　　　　ちゃうねん　長年　　　　　　　　しゃうばん　相伴

　　かみいちにん　上一人　　　　　しちみゃうねん　七明年　　　　　　　じゃうばん　城番

　　　　はちにん　八人　　　　　　　　ちゅうねん　中年　　　　　にでうじゃうばん　二条城番

　　　　ふちにん　扶持人　　　　　　　　しょうねん　称念　　　　　　　　ちゃうはん　丁半

　　　　まちにん　町人　　　　　　　　　りうねん　流年　　　　　　　　ぢゃうばん　定番
　　かふおつにん　申乙人　　　　　　　　　わうねん　往年　　　　　おほさかちゃうばん　大坂定番

　　　　　ひにん　非人　　　　　　　　　　きねん　祈念　　　　　　　　りゃうばん　両番

　　　にんぴにん　人非人　　　　　　　　しきねん　式年　　　　　　　　しょうばん　鐘板

　　　　　ふにん　補任　　　　　　　　　あくねん　悪念　　　　　　　　　わうばん　往返

　　　　きふにん　給人　　　　　　　　　おくねん臆念　　　　　　　　　わうばん　椀飯

　　　　ごふにん　業人　　　　　　　　　　　じねん　自然　　　　　　　　　　かはん　加判

　　　　ざふにん　雑人　　　　　　　　　　たねん　他念　　　　　　　　　　かばん　加番

　　　　さへにん　支へ人　　　　　　　　いちねん　一念　　　　　　　しゅうぎはん　衆議判

　　　　しゃにん　社人　　　　　　　　　　つねん　頭燃　　　　　　　　　かきはん　書き判

　　　　しょにん　（名）　　　　　　　　　　ぷねん　無念　　　　　　　ひろしきばん　広敷番

　　　　にょにん　女人　　　　　　　　　しふねん　執念　　　　　　　　　つきばん　月番

　　　　　るにん　流人　　　　　　　　　　じふねん　十念　　　　　　　　　ひきばん　引き番

　ぢゅうくわにん　重科人　　　　ごひゃくはちじふねん　五百八十年　　　　　しゅぎはん　衆議判

　　いんぐわにん　因果人　　　　　いちねん’じふねん　一念十念　　　　　　ひゃくばん　百番
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　　　　　うけはん請け判　　　　　　みくだりはん　三行半　　　　　　　　あはせびん　合はせ費

　　　　　かけばん懸け盤　　　　　　　はちりはん　八里半　　　　　　　　ばちびん　撰髪

　　　　　すけばん助番　　　　　　　　　　ろばん　露盤　　　　　　　　　あっびん　厚費

　　　　　　こぱん　小判　　　　　　　　　いんばん　印判　　　　　　　　　いとびん　糸賛

　　　　　　ごばん　碁盤　　　　　　　　　うんばん　雲版　　　　　　　　　　ふびん　不便

　　　するがこばん　駿河小判　　　　　なだいかんばん　名題看板　　　　　　　　ちゃびん　茶瓶

　　　いちぷこばん　一分小判　　　　いちまいかんばん　一枚看板　　　　　　　　しゅびん　漫瓶

　　　　きれこばん　切れ小判　　　　　いほりかんばん　庵看板　　　　　　　　　くりびん　繰り賃

　　　　　つじばん辻番　　　　　　　εんかんばん　紺看板　　　　　　　　けんびん　巻餅

　　　　あみジバン網橋神　　　　　　　　きんばん　勤番　　　　　　　　　さんびん　三一

　　　　うるしばん　漆判　　　　　　かふふきんばん　甲府勤番　　　　　　　なんびん　難平

　　　　　　たはん　打飯　　　　　　さんじふさんばん　三十三番　　　　　　　　をんびん　穏便

　　　　　いちばん　一番　　　　　　　　　しんぱん　新番　　　　　　　　　　　ふん　封

かぶきじふはちばん　歌舞伎十八番　　　　　　しんぱん　親藩　　　　　　　　　　　　ぷん　分

　　　　てうつばん　手水番　　　　　　　じしんばん　自身番　　　　　　　　えいぶん　叡聞

　　　　　けつばん　結番　　　　　　　　　せんばん　千万　　　　　　　　　がいぶん　涯分

　　　　　けっぱん　血判　　　　　　　　　ぜんばん　膳番　　　　　　　　　ずいぶん　随分

　　　　ななつはん七つ半　　　　　　　　せんぱん　千般　　　　　　　　　ないぶん　内分

　　　　　　てはん手判　　　　　　きどくせんばん　奇特千万　　　　　　　はいぶん　俳文

　　　　　　でばん　出番　　　　　　　　ごぜんばん　御膳番　　　　　　　けらいぶん　家来分

　　　　　そではん　袖半　　　　　　　　　なんばん　南蛮　　　　　　　　　くわいぶん　廻文

　　　　　えどばん　江戸番　　　　　　　しなんばん　指南番　　　　　　　　ぐわいぶん　外聞

　　　　　きどばん　木戸番　　　　　　　しょゐんばん　書院番　　　　　　　　　ζうふん　紅粉

　　　　　　にばん　二番　　　　　　こしょゐんばん　御書院番　　　　　　　　しうぶん　秋分

　　　　　　ねはん浬架　　　　　 ひん貧　　　　　せうぶん小分
　　　たんぎのばん　弾碁の盤　　　　　　　　　ひん　嬢　　　　　　　　　　そうぶん　処分

　　　　　ひのばん　火の番　　　　　　　　　　ひん一（接頭）　　　　　　　　ちうぶん　摺文

　　　　　　ばはん八幡　　　　　 びん便　　　　 きゃうぶん狂文
　　　　　にはばん　庭番　　　　　　　　　　　びん　賛　　　　　　　　　　じゃうぶん　上聞

　　　　おにはばん　御庭番　　　　　　　　　　ピン　（名）　　　　　　　　ちゅうぶん　中分

　　　　　　ひばん　日番　　　　　　　　　すいひん　莚賓　　　　　　　　　　かぶん　下聞

　　　　　あひはん　相判　　　　　　　　　かうびん　幸便　　　　　　　　　　きぷん　気分

　　　　　あひばん　合ひ判　　　　　　かたかうびん　片髪費　　　　　　　　　きぷん　機分

　　　　　あひばん　相番　　　　　　　　じゃうひん　上品　　　　　　　　　　さくぷん　作文

　　　　つかひばん　使ひ番　　　　　　　りゅうびん　龍賃　　　　　　　　　とくぷん　得分

　　　　　がふはん　合判　　　　　　　かりょうびん　迦陵頻　　　　　　　　きゃくぷん　客分

　　　　にがふはん　二合半　　　　　　とうううびん　燈籠費　　　　　　　　　ごけぷん　後家分

　　　　　おほばん　大番　　　　　　　　　　おびん　（名）　　　　　　　　　　ごふん　胡粉

　　　　　おほばん　大判　　　　　　　　　さかびん　逆賃　　　　　　　　　　　こぶん　古文

　　　　　っめばん　爪判　　　　　　　　　　きひん　気稟　　　　　　　　　　　どぶん　御分

　　　　　きゃはん脚半　　　　　　　　　かきびん　掻き賢　　　　　　　　ぎこぶん　擬古文

　　ζはぜぎゃはん　特脚神　　　　　　　　ふきびん　吹き費　　　　　　　　　　じぷん　時分

　　　　がくやばん　楽屋番　　　　　　　　　ぐひん　狗賓　　　　　　　　　まうしぶん　申し分

　　　そうしゃばん奏者番　　　　　かきさげびん掻き下げ費　　　　　　ごじぷん御自分
　　　　　ちゃばん　茶番　　　　　　　　　つけびん　付け費　　　　　　　　　　たぶん　多分

いっちゃくしゅはん　一標手半　　　　　　　　　こびん　小賃　　　　　　　　　　いちぷん　一分

　　　たけじゅばん　竹補律　　　　　　　かたこびん　片小賛　　　　　　　　せちぷん　節分

　　　　　ぎょばん　魚板　　　　　　　　　　　じびん　自賃　　　　　　　　　めはちぷん　目八分・

　　　　　うらはん　裏判　　　　　　　　　　すひん　師兄　　　　　　　　　いっぷん　一分

　　　　かはらばん　瓦版　　　　　　　　　うすびん　薄費　　　　　　　　　せつぶん　節分

　　　　　きりばん　切り盤　　　　　　　　しゅすびん　編子曇　　　　　　　　　はっぷん　八分
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　　　　たてぷん　立て分　　　　　　ほふかいむへん　法界無辺　　　　　　　　　ふぽん　不凡

　　　　そのぶん　其の分　　　　　　　　えんぺん　縁辺　　　　　　　ぎだいふぼん　義太夫本

　　　　いひぷん　言ひ分　　　　　　　　かんべん　勘弁　　　　　いっしゃうふぼん　一生不犯

　　　　きふぶん　給分　　　　　　　　　　じんべん　神変　　　　　　　でってふぽん　粘葉本

　　　　おやぶん　親分　　　　　　　　うゐてんぺん　有為転変　　　　　　　　よみほん　読本

　　　　　りぷん　利分　　　　　　　　　へんべん　返弁　　　　　　ゑいりよみほん　絵入り読本

　　　　　りぷん　理分　　　　　　　　　べんべん　便便　　　　　　　　　　むほん　謀反

　　　　しゃれぷん　酒落分　　　　　　ひゃくまんべん　百万遍1　　　　　　いしゃぼん　医者ぼん

　　　　　くわぷん　過分　　　　　　　　　　　ほん　本　　　　　　　　　　びやぼん　（名）

　　　　けんぷん　検分　　　　　　　　　　　　ほん　品　　　　　　　　　　　にょぽん　女犯

　　　　けんぷん　見分　　　　　　　　　　一ほん　（副助）　　　　　　　　うらばん　孟蘭盆

　　　　げんぷん　元文　　　　　　　　　　　ぽん　盆　　　　　　　　きんぴらぼん　金平本

　　　　ぞんぷん　存分　　　　　　　　こっけいぼん　滑稽本　　　　　　すっぺらぽん　（副）

　　　らうにんぷん　浪人分　　　　　　　　　たいぼん　大犯　　　　　　　　ぬっぺらぽん　（名）

　　　　しゅんぷん　春分　　　　　　　　しゃうほん　正本　　　　　　　すっぺりぽん　（副）

　　　　　　へん版　　　　 じゃうぼん上品　　　　 まるほん丸本
　　　　　　べん弁　　　 にんじゃうぼん人情本　　　 しゃれぽん酒落本
　　　　うだいべん　右大弁　　　　　　　　ちゃうぽん　張本　　　　　　　　　　くろほん　黒本

　　　さだいべん　左大弁　　　　　　　ちゅうぼん　中品　　　　　　　　ならゑぼん　奈良絵本
　　　　ないべん　内弁　　　　　　　　　ぢゅうぼん　重犯　　　　　　　きゃうげんぽん　狂言本

　　　　こうへん　公辺　　　　　　　　　　おほん　御　　　　　ゑいりきゃうげんぽん　絵入り狂言本

　　　　うせうべん　右少弁　　　　　　　　　　おほん一大御　　　　　　　　　　こんぽん　根本

　　　　させうぺん　左少弁　　　　　　　　あかほん　赤本　　　　　　　　　さんぽん　三本

　　　　どうへん　同辺　　　　　　　　　さがぼん　嵯峨本　　　　　　　　ふんぽん　粉本
　　　　はうへん　褒鹿　　　　　　　　　せきぽん　夕梵　　　　　　　　　ほんぽん　本本

　　　　はうべん　方便　　　　　じんじょうせきぽん　農鐘タ梵　　　　　　ふもんぽん　普門品

　　　　はうべん　放免　　　　　　　　　ぬきほん　抜き本　　　　　　　うらんぽん　孟蘭盆

ぜんげうはうべん　善巧方便　　　　　　だんぎぼん　談義本　　　　　　　　　まん　（名）．

　りしゃうはうべん　利生方便　　　　　　　　　くほん　九品　　　　　　　　　　　まん　慢

しゃう　　　　　　　　　　　　　　　　　たんろくぼん　丹緑本　　　　　　　　　へいまん　屏慢

ぢきしゃはうべん　正直捨方便　　　　　　　　げぽん　下品　　　　　　　　　けうまん　騎慢

　　　うちゅうべん　右中弁　　　　　　　　　こほん　小本　　　　　　　　きゃうまん　軽慢

　　　さちゅうべん　左中弁　　　　　　　　　しほん　四本　　　　　　ぞうじゃうまん　増上慢

　　　　わうへん　往返　　　　　　　　　　しほん　四品　　　　　　　　ちゃうまん　腸満

　　　　ちごくへん　地獄変　　　　　　　　はなしぼん　咄本　　　　　　　　じゅうまん　充満

　　　　どくべん　独弁　　　　　　　　　　よせほん　寄せ本　　　　　　　　しょうまん　勝塞

　　　　　げべん　外弁　　　　　　　　　　ぢほん　地本　　　　　　　　　　がまん　我慢

　　　　　ごへん　御辺　　　　　　　　　　いっぽん　一品　　　　　　がうじゃうがまん　強情我慢

　　　　　　しへん　詩篇　　　　　　　　　いっぽん　一本　　　　　　　　ひゃくまん　百万

　　　　　しちべん　七弁　　　　　　いっそくいっぽん　一束一本　　　　　　　　けまん　華婁

　　　　せちべん　世智弁　　　　からかさいっぽん　傘一本　　　　　さんぺいじまん　三平二満

　　　　いっぺん　一遍　　　　　　　　　にっぽん　日本　　　　　　　いちぷじまん　一分自慢

　　　ぎりいっぺん　義理一遍　　　　　　　しゅっぼん　出奔　　　　　　　　　　すまん　数万

　　　すてっぺん　（名）　　　　　　　　かなでほん　仮名手本　　　　　　　はちまん　八幡

　　　しょてっぺん　初天辺　　　　　　　　すなでほん　砂手本　　　　　　　　　はちまん　八万

　　　　　てへん　天辺　　　　　　　　　　にほん　二品　　　　　　ゆみやはちまん　弓矢八幡
　　　　あとへん　（名）　　　　　　　　もののほん　物の本　　　　　　　しんはちまん　神八幡

　　　　とうのべん　頭の弁　　　　　　　まひのほん　舞の本　　　　　　　　ギヤマン　（名）

　　　　　ぷへん　武辺　　　　　　　　　かよひぽん　通ひ盆　　　　　　　　　じゃまん　邪慢

　　　　　ふべん　不弁　　　　　　　　わらひぽん笑ひ本　　　　　　　　イルマン　以留満
　　　　　むへん　無辺　　　　　　　　　　ふぼん　不犯　　　　　　　　　ゑんまん　円満
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　　　　しみん　四民　　　　　　　　　めんめん　面面　　　　　　　　・ちゃうもん　聴聞

　　　　　一めん面　　　　　　　　　　　　もん　文（名）　　　　　　　ぢゃうもん　定紋

　　　かいめん　改免　　　　　　　　　　　もん　門　　　　　　　　　ひゃうもん　平文

　　　かいめん　皆免　　　　　　　　　　　もん　紋　　　　　　　　　ひゃうもん　平紋

　　　さいめん　西面　　　　　　　　　　　一もん　文（助数）　　　　　　みゃうもん　名聞

　　　すいめん　睡眠　　　　　　　せうけいもん　昭慶門　　　　　　むみゃうもん　無明門

　　　たいめん　対面　　　　　　　　　さいもん　柴門　　　　　　　せんやうもん　宣陽門

　　なだいめん　名対面　　　　　　　　さいもん　祭文　　　　　　　　しゅうもん　宗門

　　　かうめん　高免　　　　　　じゃうさいもん、上西門　　　　　　　ちゅうもん　中門

　　　ざうめん　蔵面　　　　せっきゃうざいもん　説経祭文　　　　　　ちゅうもん　注文

　　　にうめん　煮麺　　　　　　　うたざいもん　歌祭文　　　　　　へいぢゅうもん　屏重門

　　　はうめん　放免　　　　　でうれんざいもん　でうれん祭文　　　　　りゅうもん　龍紋

　　ぢゃうめん　定免　　　　　　　　　せいもん　誓文　　　　　　　　しょうもん　松門

　　きちゃうめん　木帳面　　　　　　そらせいもん　空誓文　　　　　そらじょうもん　空証文

しらきちゃうめん　白几帳面　　　あきん　　　　　　　　　　　　　　あぶらじょうもん　油証文

　　　りゃうめん　両面　　　　　　どのそらぜいもん　商人の空誓文　あやまりじょうもん　謝り証文

　　　　きめん　貴面　　　　　　こ乙ろぜいもん　心誓文　　　　　　　　ふらうもん　不老門

　　　てきめん　観面　　　　　　　　・だいもん　大門　　　　　　　　　　りうもん　流紋

　　　　くめん　工面　　　　　　　　　だいもん　大紋　　　　　　　　　れうもん　寮門

　　ひとおくめん　人臆面　　　　　　　ぼだいもん　菩提門　　　　　　　　　ろうもん　楼門

　　　ぎがくめん　伎楽面　　　　　　　　ていもん　貞門　　　　　　　　くわうもん　黄門

　　　ふくめん　覆面　　　　　　　　　へいもん　閉門　　　　　　　　　　えもん　衣紋

　　　ほくめん　北面　　　　　　　　さくへいもん　朔平門　　　　　　　　ぬきえもん　抜き衣紋

　じゃうほくめん　上北面　　　　　　やうめいもん　陽明門　　　　　　　　のけえもん　仰け衣紋

　　げほくめん　下北面　　　　　　しょうめいもん　承明門　　　　　　　　　かもん　掃部

　　　　げめん　外面　　　　　　　おんめいもん　陰明門　　　　　　　　　かもん　勘文

　　　　ごめん　御免　　　　　　　けんれいもん　建礼門　　　　　　　くわうかもん　皇嘉門

　しょやくごめん　諸役御免　　　　　　　くわいもん　椀門　　　　　　　　　　かがもん　加賀紋

みゃうじごめん　名字御免　　　　　　　　うもん　右門　　　　　　　　　こかもん　御家門

　きりすてごめん　切り捨て御免　　　　　　うもん　有文　　　　　　　にょぜがもん　如是我聞

　　きどごめん　木戸御免　　　　　　　　うもん　有紋　　　　　　　　　　きもん　鬼門

　　　　しめん四面　　　　　　　　えうもん要文　　　　　　　　うきもん浮き紋
　　　きしめん棊子麺　　　　　　ゑかうもん　回向文　　　　　　　ぬきもん抜き紋
　　　べしめん圧面　　　　　　　　さうもん　相聞　　　　　　　かぶきもん冠木門
　　　　すめん　素面　　　　　　　　　さうもん　桑門　　　　　　　　　うらきもん　裏鬼門

　　　　スタメン　（名）　　　　　　しょうしうもん　承秋門　　　　　　　　げんきもん　玄輝門

　　　ひためん　直面　　　　　　　　ぎしうもん　宜秋門　　　　　　　　　　くもん　公文

　　　いちめん　一面　　　　　　　　　そうもん　奏聞　　　　　　　　　がくもん学問
たひらいちめん平一面　　　　　　　　そうもん　総門　　　　　　げだいが・くもん　外題学問

　　　　じふめん渋面　　　　　　じゃうとうもん　上東門　　　　　　　　ごくもん　獄門

　　　にふめん入麺　　　　　　　　　ばうもん　坊門　　　　　　　　　さくもん　作文
　　こっまもめん　勝間木綿　　　　　いうはうもん　郁芳門　　　　　　　すざくもん　朱雀門

　はないうもめん　花色木綿　　　　　いくはうもん　郁芳門　　　　　　　　びふくもん　美福門

　　うこんもめん　壱金木綿　　　　　　　　めうもん　妙文　　　　　　　　いんぷくもん　殻富門

　　　　しゃめん　赦免　　　　　はちぢくのめうもん　八軸の妙文　　　　　　しゃくもん　釈門

　きゃうちりめん　京縮緬　　　　　　　きゃうもん　狂紋　　　　　　　しゅじゃくもん　朱雀門

　　しまちりめん　縞縮緬　　　　　　　きゃうもん　経文　　　　　　　　ちょくもん　勅問

　　さやちりめん　紗綾縮緬　　　　　　　しゃうもん　声聞　　　　　　　　　ひよくもん　比翼紋

　　　とろめん　兜羅綿　　　　　　　　じゃうもん　（名）　　　　　　　　　　けもん　暇文

　　　さんめん　三面　　　　　　　きしゃうもん　起請文　　　　　　　　　げもん　解文

　　　なんめん　南面　　　　　　　　らしゃうもん　羅城門　　　　　　　　　　こもん　小紋
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　あさぎこもん　浅葱小紋　　　　　　　　からもん　唐門　　　　　　　　いちじゅん　一巡
けんぱふこもん　憲法小紋　　　　　　やぐらもん　櫓門　　　　　　　　りっしゅん　立春

　ねずみこもん　鼠小紋　　　　　　　　ばらもん　波羅門　　　　　　　　はじゅん　波旬

とのちゃこもん　礪の茶小紋　　　　　　　きりもん　着り物　　　　　てんまはじゅん　天魔波旬

　うきよ乙もん　浮き世小紋　　　　　　おなりもん　御成り門　　　　　　　　ふじゅん　不順

　あられこもん　霰小紋　　　　　　いつところもん　五所紋　　　　　　　　　ゆじゅん　由旬

　　　さもん　左門　　　　　　　げっくわもん　月華門　　　　　　　　ゐじゅん　違順

　　　　しもん四文　　　　　　　にっくわもん　日華門　　　　　　　いきちょん　粋ちょん

　　　　しもん　四門　　　　　　　しゅんくわもん　春華門　　　　　　うかりひょん　（名）

　　　　じもん　寺門　　　　　　　　　　ゑもん　衛門　　　　　　　　　　　らん　欄

　よっあしもん　四つ足門　　　　　　　うゑもん　右衛門　　　　　　　　　一らん　（助動）

　　かくしもん　隠し紋　　　　　　　　さゑもん　左衛門　　　　　　　　えいらん　叡覧

　　　ずもん　踊文　　　　　　　かかあざゑもん　噴左衛門　　　　　　　おいらん　花魁

　　かずもん　数紋　　　　　　　　　　たゑもん　太右衛門　　　　　　　　せいらん　晴嵐

　　　たもん　多門　　　　　　　　とすぢゑもん　十筋右衛門　　　　　　　ないらん　内覧

　　かたもん　固紋　　　　　　　　まつゑもん　松右衛門　　　　　　　かうらん　高欄

　　　いちもん　一文（名）　　　　　　　いんもん　印文　　　　　　　　　　こうらん　勾欄

　　　いちもん一一文（接頭）　　　　　　かんもん　肝文　　　　　　　　　せうらん　照覧

　　いちもん　一門　　　　　　　　かんもん　勘文　　　　　　　　そうらん　奏覧
　びたいちもん　錘一文　　　　　　　　かんもん　勘問　　　　　　あめかぜどうらん　雨風胴乱

　あげつちもん　揚げ土門　　　　　　　　きんもん　金紋　　　　　　　ごまどうらん　胡麻胴乱

　　いつつもん　五つ紋　　　　　　　　きんもん　禁門　　　　　　　　じゃうらん　上覧

　　ななつもん　七つ紋　　　　　　　　けんもん　見聞　　　　　　　　　　がらん　伽藍

　　　ぷつもん　仏門　　　　　　　　　けんもん　権門　　　　　　　しちだうがらん　七堂伽藍

　　　よつもん　四つ門　　　　　　　たいけんもん　待賢門　　　　　　　　くわくらん　窪乱

　　　だてもん　伊達紋　　　　　　　　さんもん　三文（名）　　　　　　　一しらん　（終助）

　　おほてもん　犬手門　　　　　　　　さんもん一三文（接頭）　　　　　一んずらん　（連語）

　　むなもん　棟門　　　　　　　　　さんもん　三門　　　　　　ざうらはんずらん　候はんずらん

ひぐらしのもん　日暮らしの門　　　　　さんもん　山門　　　　　　あらんずらん（連語）

　さんしのもん　、山柿の門　　　　　　　しんもん　神文　　　　　　　　　一やらん　（助動）

　あけずのもん　開けずの門　　　　　ずいじんもん　随身門　　　　　　なにとやらん　何とやらん

　　いへのもん　家の紋　　　　　　ほっしんもん　発心門　　　　　　　　きんらん　金欄

　　きんばもん　金馬門　　　　　　　　せんもん　占文　　　　　　　　　　“りん　鈴

　　　あひもん　合ひ紋　　　　　　　　ぜんもん　禅門　　　　　　　　　　りん　輪

　　　とびもん　飛び紋　　　　　　　おうてんもん　応天門　　　　　　　　　すいりん　水輪

　　　ぬひもん　縫ひ紋　　　　　　　だんてんもん　談天門　　　　　　　　にょいりん　如意輪

　　　ふもん　符文　　　　　　　　ねはんもん　浬薬門　　　　　　　　　うりん　羽林

　　　じふもん　十文　　　　　　　　　ほんもん　本文　　　　　　　　　くうりん　空輪

　　　ほふもん　法文　　　　　　くりからもんもん　倶梨迦羅紋紋　　　　　　さうりん　双林

　　　ほふもん　法門　　　　　　　ほうしゅんもん　逢春門　　　　　　　　さうりん　相輪

　　おほもん　大門　　　　　　　けんしゅんもん　建春門　　　　　　　　ふうりん　風輪

　　　いみもん　忌み門　　　　　　　　らんもん　欄門　　　　　　　　ひょうりん　氷輪

ぜんだいみもん　前代未聞　　　　　一くわんもん　貫文　　　　　　　　くわうりん　光琳

　　　むもん　無文　　　　　　　　　ぐわんもん　願文　　　　　　　　　　　きりん　麟麟

　　　むもん　無紋　　　　　　　　　　きゃん　侠　　　　　　　　　　げきりん　逆鱗

　　ながやもん　長屋門　　　　　　　しゃんしゃん　（副）　　　　　　　　せきりん　石淋

　　　しゃもん沙門　　　　　　　　　ちゃん　（名）　　　　　　　　　くりん　九輪
　　びしゃもん　毘沙門　　　　　　　　　ちゃん　（名）　　　　　　　　　くりん　苦輪

　　　じゅもん　呪文　　　　　　　　やんちゃん　（名）　　　　　　しゅちにくりん　酒池肉林

　　ふ．じゅもん　譲請文　　　　　　　　　しゅん　旬　　　　　　　　　　ふくりん　覆輪

　　　らもん　羅文　　　　　　　　　　じじゅん　耳順　　　　　　　　ながぷくりん　長覆輪
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　　　きぷくりん　黄覆輪　　　　　　　　さうふれん　相府蓮　　　　　　　じんぎくわん　神紙官

　　そでふくりん　袖覆輪　　　　　　　　　みれん　未練　　　　　　　げどくぐわん　解毒丸

　　しろぶくりん　白覆輪　　　　　　　こけみれん　こけ未練　　　　　ひゃくくわん　百官

　　きんぷくりん　黄覆輪　　　　　　　　　　めれん　（名）　　　　　　　ひゃくくわん　百貫

　　ぎんぷくりん　銀覆輪　　　　　　　　しゅれん　手練　　　　はだかひゃくくわん　裸百貫

　　せんぷくりん　千輻輪　　　　　　　そうくわれん　葱花輩　　　　あづまひゃくくわん　東百官

　　りくりくりん　六六鱗　　　　　　　　　うろん　胡乱　　　　　　　　しゅくぐわん　宿願

　　　　　ごりん　五倫　　　　　　　　　しゅうろん　宗論　　　　　　たいしょくくわん　大織冠

　　　　　ごりん五輪　　　　　　　かなづちうん　金槌論　　　　　　　らくくわん　落款

うき　　　　　　　浮き世は一　　　　　　みづろん　水論　　　　　　　　　げくわん　下官

よはいちぷごりん　　　分五厘　　うさぎのつのろん　兎の角論　　　　　　　げくわん　外官

　　　　　しりん四輪　　　　　　　　ことばうん　言葉論　　　　　　　　げくわん　解官
　　　　ぎだりん　紙陀林　　　　　　　　　かひろん　買ひ論　　　　　　　　　ごぐわん　御願

　　　　　ちりん地輪　　　　　　　　　　ぼろん　（感）　　　　　　　　　さくわん　主典

　　　　いちりん　一輪　　　　　　　　　さいめうん　さいめ論　　　　　　　　しくわん　止観

　　　　けちりん　（副）　　　　　　　　　つめうん　詰め論　　　　　　　　しくわん　祠官

　　　　ほふりん　法輪　　　　　　　　　さんうん　三論　　　　　　　　あじくわん　阿字観

　　てんぽふりん　転法輪　　　　　　　あさぎわん　浅葱椀　　　　　　　まかしくわん　摩詞止観

　　　　だまりん　（名）　　　　　　　　　　くわん　官　　　　　　　　　けちぐわん　結願

　　　　しゃりん車輪　　　　　　　　　くわん　鎧　　　　　　　ついたちぐわん　朔日丸

　　　　ぎょりん　魚鱗　　　　　　　　　　一くわん　巻　　　　　　　　　　けっくわん　闘官

　　　　さらりん娑羅林　　　　一くわん貫　　　　 せっくわん摂関

　　　しゃらりん　娑羅林　　　　　　　　　ぐわん　願　　　　　　　　　ぽっくわん　没官

　　　　くわりん　火輪　　　　　　　　　いくわん　衣冠　　　　　　　　ほつぐわん　発願

　　　　こんりん金輪　　　　　　　せいぐわん誓願　　　　　　　もっくわん　没官
　　　　じんりん　人倫　　　　　　　　だいくわん　代官　　　　　　　　ちとくわん　少勧

　　　　ぜんりん　禅林　　　　　　　　だいぐわん　大願　　　　　　りゃうげのくわん　令外の官

　　　　だんりん　檀林　　　　　　　　　ないくわん　内官　　　　　　そくけつのくわん　則閣の官

　　　　ちんりん　沈論　　　　　ちゃうめいぐわん　長命丸　　　　　　　　ひくわん　被管

　　　　すいれん　水練　　　　　　　・きおうぐわん　奇応丸　　　　　　　　ひぐわん　悲願

　　はたけすいれん　畑水練　　　　　　　　けうくわん　叫喚　　　　　　　　がふくわん　合巻

　　　　てうれん　調練　　　　　　だいけうくわん　大叫喚　　　　　　　しぶくわん　四部官

　　　　なうれん暖簾　　　　　　　　さうくわん　佐官　　　　　　　　りふぐわん　立願
　　　　のうれん　暖簾　　　　　　　　　とうくわん　東関　　　　　　　　　むくわん　無官

　　あをのうれん　青暖簾　　　　　　　しとうくわん　四等官　　　　いしはらやくわん　石原薬罐

　　　　ほうれん　鳳輩　　　　　　　　ばうくわん　坊官　　　　　　　　　ゆくわん　湯灌

　　　　しゃうれん　青蓮　　　　　　　　はうぐわん　判官　　　　　　　　じゅぐわん　呪願

　　　　　ぐれん　紅蓮　　　　もろこしのはうぐわん　唐土の判官　　　　　しょくわん　諸官

　　　だいぐれん　大紅蓮　　　　　　　　まうくわん　盲官　　　　　　　　　しょぐわん　所願

　　　　ばくれん　莫連　　　　　　　きゃうくわん　京官　　　　　　　　にょくわん　女官

　　　ゴロフクレン　呉紹服連　　　　　　きゃうくわん　経巻　　　　　　　あけらくわん．（副）

　　　しちもくれん　（形動）　　　　　　しゃうくわん　荘官　　　　　　　　こうろくわん　鴻臆館

　　　　じゃくれん若恋　　　　　　　しゃうくわん　賞翫　　　　　　　　けんくわん　兼官

　　　　　けれん　（名）　　　　　　　じゃうぐわん　政官　　　　　　　　けんくわん　顕官

　　　　いちれん　一蓮　　　　　だいじゃうくわん　太政官　　　　　　　げんくわん　玄関

　　　　　てれん　手練　　　　　　だじゃうくわん　太政官　　　　　　　ごんくわん　権官

　　　　バテレン伴天連　　　　　　にょうくわん　女官　　　　　　　　さんくわん　三関
キリシタンバテレン　切支丹伴天連　くすりのにょうくわん　薬の女官　　　　　　　じんぐわん　神官

　　　かきのれん　柿暖簾　　　　　　　わうくわん　往還　　　　　　　　てんくわん　天冠

　　　　くだのれん　管暖簾　　　　　　　ぢわうぐわん　地黄丸　　　　　　　ねんくわん　年官

　　　　　ばれん　馬簾　　　　　　　　　かくわん　加冠　　　　　　　　はんぐわん　判官



　　　べんくわん　弁官　　　　　　　　ちゅうわゐん　中和院

　　　ほんぐわん　本願　　　　　　　　じゅんわゐん　淳和院

たりきほんぐわん　他力本願　　　　　　しんこんゐん　真言院

　　　まんぐわん　満願　　　　　　　　　　しんゐん　新院

　　　をんくわん　温官　　　’　　　　　せんゐん仙院

かうらいぢゃわん　高麗茶椀　　　　　　　　せんゐん　先院

てんもくぢゃわん　天目茶碗　　　　　　かいだんゐん　戒壇院

　　らくぢゃわん　楽茶碗　　　　　　　　ひでんゐん　悲田院

こいちゃちゃわん　濃い茶茶碗　　　　　こうぶんゐん　弘文院

　　　　ひらわん　平椀　　　　　　　　　　ほんゐん　本院

　　　　　　ゐん　サ　　　　　　　　しょうまんゐん　勝愛院

　　　　　　ゐん院　　　　　もんゐん門院
　　　　さいゐん　斎院　　　　　　　　かんりんゐん　翰林院

　　　　ないゐん　内院　　　　　　がくくわんゐん学館院

　　　　きうゐん　旧院　　　　　　　きんたいゑん　錦袋円

　　こくさうゐん　穀倉院　　　　　　　　しゃうゑん　荘園

　　てうだうゐん　朝堂院　　　　　　　むみゃうゑん　無名円

　　　　ふうゐん　風韻　　　　　　　　　　乙くゑん　国遠

　　　しゃうゐん　正員　　　　　　　　　いちゑん　一円

　はっしゃうゐん　八省院　　　　　　　　　　ゆゑん　所以

　もんじゃうゐん　文章院　　　　　　　りうく力ゑん　柳花苑

　　　ちゅうゐん　中院　　　　　　　　　さんゑん三猿　、

　　　にょうゐん　女院　　　　　　　　しんせんゑん　神泉苑

　しゃうがくゐん　奨学院　　　　　　　　　　ぎをん　紙園

　くわんがくゐん　勧学院　　　　　　　　　　くをん　久遠

　　　すざくゐん　朱雀院　　　　．　ぎっこどくをん　給孤独園

　　　　やくゐん　施薬院　　　　　　　　　　しをん　紫苑

　　　せやくゐん　施薬院　　　　　　　ろくやをん　鹿野苑

　　　ひゃくゐん　百韻　　　　　　　　　　あんをん　安穏

　　　ぷらくゐん　豊楽院

　　　　　こゐん　故院

　　　　　ごゐん　後院

　　　　　しゐん　子院

　　　　　しゐん　四韻

　　　　いちゐん　一院

　けいてうのゐん　京兆のテ

だんじゃうのゐん　弾正のサ

　　　おくのゐん　奥の院

　　　いちのゐん　一の院

　　　かみやゐん　紙屋院

　　　　じゅゐん　入院

むりゃうじゅゐん　無量寿院

　　　　しょゐん　書院

　　つけしょゐん　付け書院

　　　こじょゐん　小書院

　　おほじょゐん　大書院

　　ひらしょゐん　平書院

　　くろしょゐん　黒書院

　　しろしょゐん　白書院

　　　　にょゐん　女院

　　　　　わゐん　和院
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